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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 自治医科大学 大学名 自治医科大学 

研究プロジェクト名 非感染性疾患の病態解明と診断・治療法の開発拠点の形成 

研究観点 研究拠点を形成する研究 
 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

生体にとって基本的な制御ネットワークの一つであるストレス応答の破綻が、がんや生活習慣病、心

血管病といった非感染性疾患（Non-communicable disease：NCD）を引き起こすことが明らかとなってき

た。これまで自治医科大学では、がんや炎症、生活習慣病を中心として、NCDに関連する数多くの先駆

的な研究が行われており、国内外から高い評価を得ている。そこで、本研究プロジェクトでは、「慢性炎

症」と「がん・幹細胞」の2つの研究領域を中心に、基礎・臨床の計23講座・部門を有機的に配置した全

学的なトランスレーショナル・リサーチが展開可能な組織を構築した。これにより、生体ストレスによるネ

ットワーク恒常性維持の破綻からNCD発症に至る機構の解明を分子レベルで遂行するとともに、新たな

治療標的分子やバイオマーカーの同定、創薬を標的とする生体バイオイメージングシステムによる新規

治療・診断法の開発と実用化など、イノベーション促進を視野に入れたトランスレーショナル・リサーチ

へと展開することで、世界のNCD研究における基礎・臨床連携研究拠点の形成を目指す。 

 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

1．自治医科大学 NCD 研究拠点の形成のため、研究システム導入による基盤整備を行って実験・研究

を開始した。 

2．平成 27 年 7 月 6 日に公開シンポジウムを実施し、参加研究グループの成果を発表するとともに、当

該領域を代表する外部研究者による特別講演を行い、外部からの評価を受けた。また、参加研究グ

ループによる定期的な成果発表会を実施し、本研究プロジェクトのさらなる推進のため、研究グループ

同士の交流を深め、これを通じて自己・相互評価を行っている。 

3．参加研究グループは、それぞれの専門の研究テーマにおいて NCD 研究の視点から研究を遂行して

いる。これまで数多くの原著論文を発表するとともに、特許申請等の副次的効果も得られ、着実に研

究成果をあげていると考えられ、おおむね目標を達成している状況にある。 

4．トランスレーショナル・リサーチとして、すでに研究成果を応用した臨床試験が開始されている。また、

いくつかの研究グループでは、さらなるトランスレーショナル・リサーチ実現のための基礎と臨床におけ

る共同研究を開始している。 
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平成 25 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名   自治医科大学     ２ 大学名   自治医科大学   

 

３ 研究組織名     自治医科大学 NCD 研究拠点     

 

４ プロジェクト所在地     栃木県下野市薬師寺３３１１－１     

 

５ 研究プロジェクト名    非感染性疾患の病態解明と診断・治療法の開発拠点の形成    

 

６ 研究観点      研究拠点を形成する研究     

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

永井 良三 自治医科大学・医学部 学長 

 

８ プロジェクト参加研究者数  23 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

永井 良三 学長 研究の総括 

研究組織の効率的な運

営・トランスレーショナル

リサーチの推進 

高橋 将文 医学部・教授 
生活習慣病・心血管病にお

ける自然炎症機構の解明 

自然炎症の分子機構の

解明・炎症領域まとめ 

古川 雄祐 医学部・教授 
幹細胞と間質細胞とのネット

ワーク解析 

幹細胞と周囲環境ネット

ワーク機構の解明・幹細

胞領域まとめ 

矢田 俊彦 医学部・教授 

視床下部炎症による脳・末梢

連関障害の生活習慣病発症

基盤の解明 

脳・末梢臓器連関の解

明 

尾仲 達史 医学部・教授 
慢性炎症における神経ペプ

チドの役割の解明 

脳・末梢臓器連関の解

明 

岩本 禎彦 医学部・教授 

生活習慣病における慢性炎

症に関連する遺伝子変異の

解析 

慢性炎症の病態解明と

バイオマーカーの開発 
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研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

苅尾 七臣 医学部・教授 

エクソソーム解析による心血

管病の新規バイオマーカー

の開発 

心血管病バイオマーカ

ーの開発・臨床データベ

ース構築 

石橋 俊 医学部・教授 

脂質代謝異常が惹起する炎

症における自然免疫細胞の

役割の解明 

脂質代謝異常が惹起す

る炎症機構の解明・臨

床データベース構築 

椎崎 和弘 医学部・講師 
慢性腎臓病における自然炎

症の分子機構の解明 

慢性炎症の分子機構の

解明・臨床データベース

構築 

簑田 清次 医学部・教授 

関節リウマチ再燃過程解析

による発症機構解明と治療

標的分子の同定 

慢性炎症の分子機構の

解明と治療法開発・臨床

データベース構築 

松原 茂樹 医学部・教授 
妊娠高血圧症候群における

自然炎症機構の解明 

自然炎症の分子機構の

解明・臨床データベース

構築 

高橋 秀徳 医学部・講師 

サイトカイン迅速測定による

眼炎症性疾患オーダーメイド

医療の開発 

オーダーメイド医療およ

び医療機器開発 

遠藤 仁司 医学部・教授 

がんミトコンドリア異常の網

羅的解析による創薬標的の

同定 

がんにおけるミトコンドリ

ア異常の解明 

多胡 憲治 医学部・講師 
がん遺伝子産物による炎症

シグナル機構の解明 

がんと炎症の関連にお

ける制御機構の解明 

仁木 利郎 医学部・教授 
肺がんにおける細胞間ネット

ワークと病態の関連の解析 

がんと周囲環境ネットワ

ーク機構の解明・臨床デ

ータベース構築 

安田 是和 医学部・教授 
NASH から肝臓がんに至る

細胞間ネットワーク解析 

がんと周囲環境ネットワ

ーク機構の解明・臨床デ

ータベース構築 

鈴木 光明 医学部・教授 
婦人科がんの播種・転移・再

発機構の解明 

がんの浸潤・転移・進展

機構の解明 

山本 博徳 医学部・教授 
消化管におけるがんや炎症

性疾患の病態解析 

がんと慢性炎症機構の

解明・メタゲノム解析・臨

床データベース構築 

川上 潔 医学部・教授 
歯周組織幹細胞の発生・分

化・再生機構の解明 

幹細胞の分化・再生機

構の解明 

花園 豊 医学部・教授 
大型動物を用いたヒト造血シ

ステムの構築と解析 

幹細胞を用いた再生医

療の開発、モデル動物

開発と前臨床試験 

大森 司 
医学部・准教

授 

iPS・間葉系幹細胞を用いた

出血性疾患に対する新規治

療法の開発 

幹細胞を用いた再生医

療の開発 
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研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

小澤 敬也 
医学部・客員

教授 

キメラ抗原受容体を利用した

新規養子免疫遺伝子療法の

確立 

新規養子免疫療法の開

発と有効性のメカニズム

解明 

黒尾 誠 医学部・教授 
慢性腎臓病における慢性炎

症の分子機構の解明 

慢性炎症の分子機構の

解明 

西村 智 医学部・教授 

生体分子イメージング法の

開発とこれを利用した心血管

病の病態解明 

新規生体分子イメージン

グ法の開発 

（共同研究機関等） 

浦野 泰照 
東京大学・教

授 
蛍光・発光プローブの開発 

新規診断技術・医療機

器開発 

濡木 理 
東京大学・教

授 

同定標的因子における分子

高次構造の決定 
分子標的治療薬の開発 

黒田 雅彦 
東京医科大

学・教授 

がんにおけるmicroRNA異常

の解析と間質への作用の解

明 

microRNA によるがん・

炎症の病態解明と治療

への応用 

本田 賢也 
理化学研究

所 

がん・生活習慣病におけるメ

タゲノム解析 
メタゲノム解析 

間野 博行 
東京大学・教

授 

がんと周囲環境のクロストー

クにおけるゲノム解析 

がんと周囲環境ネットワ

ーク機構の解明・がん領

域まとめ 

 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧（所属変更） 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

慢性腎臓病における慢

性炎症の分子機構の

解明 

テキサス大学・教

授 
黒尾 誠 

慢性炎症の分子機構の

解明 

（変更の時期：平成 25 年 10 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

テキサス大学・教授 
自治医科大学・医学部・教

授 
黒尾 誠 

慢性炎症の分子機構

の解明 

 

 

新（追加） 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東京大学 TSBMI 

特任准教授 
医学部・教授 西村 智 

新規生体分子イメー

ジング法の開発 

 （追加の時期:平成 25 年 8 月 15 日） 
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旧（減員） 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

低酸素ストレス環境に

おけるがんの浸潤・転

移機構の解明 

医学部・教授 穂積 康夫 

がんの浸潤・転移・進展

機構の解明・臨床データ

ベース構築 

（変更の時期：平成 25 年 9 月 30 日） 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

生体にとって基本的な制御ネットワークの一つであるストレス応答の破綻が、がんや生活習慣病、心

血管病といった非感染性疾患（NCD）を引き起こすことが明らかとなってきた。これまで、自治医科大学

ではがんや炎症、生活習慣病を中心として、NCD に関連する数多くの先駆的な研究が行われており、

国内外から高い評価を得ている。そこで、本プロジェクトでは、生体ストレスによるネットワーク恒常性維

持の破綻からNCD発症に至る機構の解明を分子レベルで遂行するとともに、新たな治療標的分子やバ

イオマーカーの同定から、創薬を標的とする生体バイオイメージングシステムによる新規治療・診断法

の開発と実用化など、イノベーション促進を視野に入れたトランスレーショナル・リサーチへと展開するこ

とで、世界の NCD 研究における基礎・臨床連携研究拠点の形成を目指す。 

（２）研究組織 

1．研究代表者の役割 

 研究代表者は、本プロジェクトに参加する基礎・臨床計23グループの研究主導を行い、グループ間の

協力・分担・連携の統括を行っている。 

2．各研究者の役割分担や責任体制の明確さ 

 研究代表者の下、「慢性炎症」と「がん・幹細胞」の2つの研究領域を中心に、基礎・臨床研究グループ

を有機的に配置し、トランスレーショナル・リサーチが展開可能な組織を構築した。各研究領域の実施リ

ーダーとして、高橋将文（炎症・免疫研究部）と古川雄祐（幹細胞制御研究部）を置き、参加研究グルー

プや各領域の連携を強化している。各研究者は、それぞれの専門性の上にNCDにおけるストレス応答

や生体ネットワークの視点を据えた研究を実施し、成果をあげる。また、各研究領域の実施リーダー

が、研究の進捗状況や共同研究の定期的な確認と評価を行う。 

3．研究プロジェクトに参加する研究者の人数 

 本プロジェクトの遂行のため、計74名の研究者（主な研究者23名を含む）が参加している。 

4．大学院生・ＰＤ及びＲＡの人数・活用状況 

 大学院生 17名、PD 6名、RA 17名（延べ55名）が本研究プロジェクトに参加している。 

5．研究チーム間の連携状況 

 トランスレーショナル・リサーチ実施に向けた基礎・臨床の連携および共同研究が行われている。 

6．研究支援体制 

 学長が本研究プロジェクトの研究代表者となっていることから、大学本部からの支援を受け、分子病

態治療研究センター、実験医学センター、研究支援課、大学リニューアル推進室、研究代表者・参加者

が協力し、全学一致した体制で本研究プロジェクトを推進している。 

7. 共同研究機関等との連携状況 

 テキサス大学や東京大学、東北大学、広島大学、信州大学、明治大学、北里大学等、国内外の研究

機関と数多くの共同研究が実施されている。 

（３）研究施設・設備等 

自治医科大学 NCD 研究拠点として、既存の大学施設（教育・研究棟：15,893ｍ2）を中心に、実験医学

センター（4,503ｍ2）を 74 名の研究者と 55 名の大学院生・PD・RA が利用している。また、研究設備につ

いては、FACS Ariaセルソーター（255時間）、生体ネットワーク再現システム（400時間）、生体ネットワー

ク観察システム（339 時間）、生体ネットワーク構成細胞分離システム（37.5 時間）、ゲノム・エピゲノム解
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析システム（784 時間）、炎症関連タンパク質解析システム（480 時間）を整備・利用している。 

 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

1．自治医科大学 NCD 研究拠点の形成のための研究システム導入による基盤整備を行い、実験研究を

開始した。 

2．平成 27 年 7 月 6 日に公開シンポジウムを実施し、参加研究グループの成果を発表するとともに当該

領域を代表する外部研究者による特別講演を行って、外部からの評価を受けた。また、参加研究グル

ープによる定期的な成果発表会を実施しており、本プロジェクトのさらなる推進のために研究グループ

同士の交流を深めている。 

3．「慢性炎症」と「がん・幹細胞」の2つの研究領域を中心に、基礎・臨床研究グループを有機的に配置し

た研究組織を構築した。各研究グループは、それぞれの専門性の上にNCDにおけるストレス応答や生

体ネットワークの視点を据えた研究を開始している。これまで数多くの原著論文を発表し、着実な成果

をあげていることから、おおむね目標を達成している。 

4．本プロジェクトの前半期間における特筆すべき成果として、慢性炎症領域では、新規の炎症制御機構

の解明や新規コレステロールエステル水解酵素の発見、オキシトシンの抗肥満・糖尿病作用や社会異

常行動での役割解明、ゲノムワイド関連解析による新規遺伝子の同定、形態と機能を融合させた生体

分子イメージング法の確立などがある。一方、がん・幹細胞領域では、多発性骨髄腫における抗がん剤

耐性の新規エピジェネティク機構の解明やミトコンドリア遺伝子分配制御因子の発見、ヒツジ胎仔を利

用したヒト造血幹細胞評価系の確立などがある。さらに、実際のトランスレーショナル・リサーチとして、

難治性悪性リンパ腫に対する養子免疫遺伝子療法の臨床試験も開始している。 

5．いくつかの研究グループでは本プロジェクトを基盤とした共同研究が行われており、基礎と臨床におけ

るトランスレーショナル・リサーチも開始されている。 

＜特に優れた研究成果＞ 

【慢性炎症領域】 

1．代表的な NCD である 心血管病や生活習慣病における新規自然炎症経路インフラマソームの役割を

解明した（*論文 3,4,6,7,24）。また、その構成分子 NLRP3 がインフラマソームとは独立した機能により新

たな炎症制御機構に寄与していることを明らかにした（*論文 2,5,22）。 

2．新規コレステロールエステル水解酵素 NCEH1 を同定し、これがマクロファージにおける主要な水解酵

素であること（*論文 107）、その 欠損により酸化コレステロール負荷による小胞体ストレスが惹起され、

アポトーシスが誘導されることを報告した（*論文 106）。 

3．神経ペプチド産生ニューロンを選択的に破壊する方法を開発し、これを利用して オキシトシン産生ニュ

ーロンを賦活化する生理的刺激や薬物を同定した（*論文 69）。また、オキシトシンの抗肥満・糖尿病作

用および社会記憶の促進作用などを見出した（*論文 49,50,72,74）。 

4．ゲノムワイド関連解析によって血清脂質および内臓脂肪蓄積に関連する 新規遺伝子 TRIB1 および

GIP をそれぞれ同定し、非アルコール性脂肪肝や肥満の病態に寄与することを報告した（*論文

87,90,91）。一部は関連企業と共同で特許申請を行った。 

5．慢性腎臓病のバイオマーカーおよび起因物質としての新規カルシプロテイン粒子（CPP）の重要性を

明らかにするとともに、その高感度測定法を新たに確立し、特許出願を行った。 

6．形態と機能を融合させた生体分子イメージング法を開発し、これを利用して 血栓止血反応に随伴する

急性炎症・組織修復過程、血小板造血に関する新たな分子機構を同定した（*論文 364）。また、リゾリン
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脂質合成酵素 ENPP2 の肥満・代謝性疾患での役割についても解明し（*論文 366）、循環器や代謝臓

器、免疫細胞など、様々な細胞・組織・臓器における生体イメージングの可能性を示した。なお、本業績

により、本年度のみで 10 件の学会賞を受賞しており、本研究成果は対外的にも非常に高く評価されて

いる。 

【がん・幹細胞領域】 

1．多発性骨髄腫では、骨髄間質細胞との接着によって骨髄腫細胞に抗がん耐性が賦与されることを示

し（*論文 310）、この抗がん剤耐性（接着耐性）に関するエピジェネティク機構を初めて明らかにした（*

論文 303）。また、この耐性獲得のエフェクター分子として、EZH2 およびその転写標的遺伝子である

IGF-1、BCL-2、HIF-1 を同定した。 

2．ミトコンドリア遺伝子の分配という機能を初めて提示し、ミトコンドリアヌクレオイド因子 TFAM が中心的

な役割を担うことを報告した（*論文 281）。また、新規のがん関連小脳変性症の自己抗原として、クレア

チニンキナーゼ B を同定した（*論文 276）。さらに、ES 細胞を用いたノックアウト個体の迅速な作製法も

報告した（*論文 280）。これらに関して、日本・米国での特許出願を完了している。 

3．ヒツジ胎仔を用いたヒト造血幹細胞評価系(ヒツジ子宮内移植系)を開発し、ヒト造血幹細胞の評価法と

しての有効性を報告した（*論文 327）。また、この系を用いて、幹細胞増幅因子 HoxB4 の導入がヒト幹

細胞の造血再構築能を著明に増加させることを明らかにした。この技術は、すでに特許出願を済ませて

いる。 

4．トランスレーショナル・リサーチとして、難治性悪性リンパ腫患者を対象に、キメラ抗原受容体発現 T 細

胞 （ CAR ） を用いた養子免疫遺伝子療法の臨床試験を開始 ・実施した （ NCT02134262 

[ClinicalTrials.gov]; 000015617 [UMIN]）。今後、有効性・安全性をさらに高めながら臨床応用を進め、標

準治療の選択肢の一つとして確立させることを目指す。 

＜問題点とその克服方法＞ 

 慢性炎症領域、がん・幹細胞領域とも、NCD研究の視点に立って様々な研究プロジェクトを進めている点

が特徴であるが、焦点が絞られていないことが問題点にもなっている。今後、各領域の実施リーダーが中

心となって、研究の焦点を明確にしていくとともに、各グループの連携をさらに強化していく必要がある。各

研究領域での具体的な問題点とその克服方法については以下のものがある。 

【慢性炎症領域】 

1．炎症およびインフラマソーム活性化における細胞・組織・臓器ネットワークや時間軸での役割の解明が

不十分である。これを克服するため、Cre-loxP システムと薬剤誘導性遺伝子改変技術を用いて、インフ

ラマソーム構成分子の時空間的制御マウスを作製している。 

2．新規に同定した NCEH1 の病態における役割が明らかではないことから、NCEH1 と ACAT1 をはじめと

するいくつかのコレステロール代謝酵素のダブル遺伝子改変マウスを作製し、病態におけるコレステロ

ール代謝や動脈硬化・脂肪肝の形成について解析を行う。 

3．次世代シーケンサーを用いたゲノムワイド関連解析を大規模な集団で実施するには、コストが大きな

障壁となる。これを克服するために、現在、東北メディカルメガバンクと共同研究事業を立ち上げてお

り、今後、日本人のための一塩基多型（SNP）タイピングアレイ（ジャポニカアレイ）を用いて疑似フルシ

ークエンスを開始するところである。 

4．従来の CPP 測定法は感度が低く、動物実験には使用できなという欠点があった。今回、新たに開発し

た測定法（特許出願済み）は高感度で動物種を選ばないことから、様々な動物モデルを用いて本測定

法を検証していくとともに、ヒト臨床検体の測定を進める。 

5．形態と機能を融合させた生体分子イメージング法の開発には、新たな顕微鏡基盤技術が必要である。
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このことから、国内外の光学機器メーカーや共同研究者を含め、多くの領域から要素技術を募り、研究

開発を推進していく。 

【がん・幹細胞領域】 

1． 多発性骨髄腫における抗がん剤耐性獲得で同定したエフェクター分子のうち、どれが創薬シーズと

なるかが明らかではない。今後、個々の機能解析を進め、創薬シーズの可能性を明らかにする。 

2．ミトコンドリア遺伝子分配の生体内における役割を解析する遺伝子改変マウスを作製し、がんの発生・

増殖・進展とミトコンドリア遺伝子の不安定性との関連を検証していく。 

3．ヒト/ヒツジ造血キメラ率が低いことが課題となっている。これを克服するため、移植前処置によるヒト

細胞の生着スペースの拡張、グラフトへの各種幹細胞増幅因子の導入、ヒト幹細胞因子の移植後処置

による選択的な造血増幅を試みる。 

4．CAR を用いた養子免疫遺伝子療法の治療効果をさらに改善するため、CRISPR/Cas9 システムを用い

た方法を検討する。また、臨床試験における参加患者のリクルートのため、多くの医療機関に周知し

て、本トランスレーショナル・リサーチを推進していく。 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 

＜副次的効果＞ 

本研究事業によって以下の特許申請や取得がなされた。 

1. 出願国：日本、出願番号：2014-060342、出願人：花王株式会社、発明名称：内臓脂肪蓄積感受

性の判定方法、出願日：平成 26 年 3 月 24 日 

2. 出願国：日本、出願番号：2015-211022、出願人：矢田俊彦、出崎克也、発明名称：血糖恒常性

を維持するための医薬組成物、出願日：平成 27 年 10 月 27 日 

3. 出願国：米国、出願番号：US 8,465,913 B2、出願人：Hitoshi Endo and Katsumi Kasashima，Jichi 

Medical University、発明名称：Mitochondrial function of prohibitin 2 (PHB2)、出願日：June 18, 

2013 

4. 出願国：日本、出願番号：2014-203679、出願人：遠藤仁司、長尾恭光、花園豊、冨永薫、大森

司、自治医科大学、発明名称：多能性幹細胞再樹立法、出願日：平成 26 年 10 月 2 日 

5. 出願国：日本、出願番号：5808904、出願人：遠藤仁司、自治医科大学、発明名称：プロヒビチン２

と PGC1αとの結合を用いた脂肪分化調節剤のスクリーニング方法、出願日：平成 27 年 9 月 18

日（登録） 

6. 出願国：日本、出願番号：2014-078986、出願人：自治医科大学、明治大学、発明名称：遺伝子ノ

ックアウトブタ、出願日：平成 26 年 4 月 7 日 

7. 出願国：日本、出願番号：2015-168702、出願人：自治医科大学、発明名称：造血系細胞の作製

方法、出願日：平成 27 年 8 月 28 日 

8. 出願国：日本、出願番号：2015-079186、出願人：自治医科大学、発明名称：蛍光プローブを用い

た新規カルシプロテイン粒子(CPP)測定法、出願日：平成 27 年 4 月 8 日  

メディア報道としては、ヒツジ等の大型動物を用いた再生医療の研究成果に関して、日本経済新聞や

読売新聞、下野新聞等で報道された。また、肥満・生活習慣病の研究成果に関して、日本経済新聞や

朝日新聞、下野新聞、時事通信等で報道された。 

  トランスレーショナル・リサーチ等の実用化については、すでに本研究プロジェクトの成果を利用した臨

床試験が開始されている。また、今後の臨床応用や実用化が期待されるものとしては、慢性腎不全の重

症度を評価するバイオマーカーとしての血中 CPP や遺伝子ノックアウトブタの作製、肥満・生活習慣病に

関する各種測定方法や創薬シーズなどがある。 
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＜今後の研究方針＞ 

  問題点とその克服方法に従って本研究プロジェクトを推進していく。具体的には、NCD の病態基盤と

なる炎症機構および各疾患に特有の病態（脂質代謝や肥満など）という両面からの解析を行うことで、

その分子機構の解明や新たな治療・診断法の開発を目指す。また、現在までに得られている創薬シー

ズや大動物を利用した幹細胞評価系、生体分子イメージングの技術を前臨床試験や技術イノベーショ

ンに繋げていく。さらに、現在行っているトランスレーショナル・リサーチである悪性リンパ腫に対する臨

床試験を推進し、この治療法が有効であることを明らかにする。一方、研究グループ同士のみならず、

国内外の研究機関や企業との共同研究を積極的に行い、NCD 関連する疾患に対する新規治療・診断

法の開発と実用化を目指して研究を行っていく。 

＜今後期待される研究成果＞ 

1．慢性炎症領域においては、NCD の発症・進展の基盤となる炎症機構の解明や、動脈硬化や肥満、慢

性腎臓病といった各 NCD 関連疾患の病態の解明とともに、これら疾患に対する治療標的やバイオマー

カー候補の同定が期待される。なかでも、インフラマソームに着目した炎症制御法の開発や慢性腎臓

病の病態を反映する CPP のバイオマーカーとしての開発、ジャポニカアレイを用いた新規生活習慣病

関連遺伝子の同定などについては、特許申請や将来的な臨床応用に繋がることが期待される。また、

神経系と脂肪細胞や肝臓、膵臓などの末梢臓器との臓器間ネットワークの役割も明らかになる。一方、

生体イメージング法の開発では、新たな技術革新とともに、生体分子機構のより詳細な可視化が期待さ

れ、医学研究のみならず様々な分野で幅広く応用されていくと考えられる。 

2．がん・幹細胞領域においては、多発性骨髄腫に対する創薬シーズの同定や大動物を用いた造血幹細

胞増幅法の確立がなされ、トランスレーショナル・リサーチへの展開が期待される。また、現在実施して

いる難治性悪性リンパ腫への CAR を用いた養子免疫遺伝子療法の臨床試験では、本疾患に対する標

準治療の一つとなる可能性がある。 

3．以上の研究により、生体ストレスによるネットワーク恒常性維持の破綻から NCD の発症に至る機構の

解明を目指す基礎・臨床連携拠点の構築が期待できる。また、新たな治療標的分子やバイオマーカー

の同定、創薬を標的とする生体バイオイメージングシステムによる新規治療・診断法の開発と実用化な

ど、トランスレーショナル・リサーチへの展開も予想されることから、本研究プロジェクトは学術的な重要

性のみならず、イノベーションの推進にも貢献することが期待できる。 

＜プロジェクトの評価体制（自己評価・外部評価を含む。）＞ 

1．国際雑誌への原著論文発表、学会発表および特許申請により、客観的に評価している。また、HPで

の情報公開やメディアへの発表などについても、積極的に行っている。 

2．研究グループによる成果発表会の定期的な開催により、自己・相互評価を行っている。 

3．本プロジェクトに関連する外部専門家に評価を依頼し、その評価結果をフィードバックすることで、今後

の研究遂行に役立てる。 

4．本プロジェクトの中間報告会を兼ねた公開シンポジウム（平成27年7月）では、他大学からの参加者も

多く、活発な討論が行われた。当該領域で国際的に評価の高い招待講演者からも高評価を受けたこと

から、客観的に評価されたものと考えられる。また、最終報告会を兼ねた公開シンポジウムを平成29年

度に実施し、評価を受ける予定である。さらに、本プロジェクトの研究グループが中心となって毎年開催

する国際シンポジウムにおいて、国内外の関連する研究者を招聘して研究成果の議論を活発に行って

いる。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 非感染性疾患      （２） 慢性炎症             （３） がん           

（４） 幹細胞           （５） 生活習慣病           （６） 微小環境        

（７） ストレス応答       （８） 生体ネットワーク        

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

 

＜雑誌論文＞ 
論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください（左記

の各項目が網羅されていれば、項目の順序を入れ替えても可）。また、現在から発表年次順に遡り、通し番号を

付してください。 

 

※別添表参照 

 

 

＜図書＞ 
図書名、著者名、出版社名、総ページ数、発行年（西暦）について記入してください（左記の項目が網羅されて

いれば、項目の順序を入れ替えても可）。また、現在から発表年次順に遡り、通し番号を付してください。 

 
※別添表参照 

 

 

＜学会発表＞ 
学会名、発表者名、発表標題名、開催地、発表年月（西暦）について記入してください（左記の項目が網羅され

ていれば、順序を入れ替えても可）。また、現在から発表年次順に遡り、通し番号を付してください。 

 
※別添表参照 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

＜既に実施しているもの＞ 

自治医科大学 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業シンポジウム２０１５ 

                                                  （2015 年 7 月 6 日 開催） 

第 10 回 自治医科大学国際シンポジウム－Translational Epigenomics－ 

                                   （2013 年 10 月 17 日 開催） 

   第 11 回 自治医科大学国際シンポジウム－Inflammation, Cancer and Microenvironment－ 

                                       （2014 年 10 月 30 日 開催） 

   第 12回 自治医科大学国際シンポジウム－Frontiers in Translational Neuroscience－ 

                                       （2015 年 11 月 20 日 開催） 

（ＵＲＬ：http://www.jichi.ac.jp/kenkyushien/strategic/ncd.html） 
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＜これから実施する予定のもの＞ 

自治医科大学 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業シンポジウム 2017 

     第 13 回、14 回 自治医科大学国際シンポジウム 

 

 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

※ 論文や学会発表等になじまない研究である場合は、本欄を充実させること 

1. 高橋将文  第 35 回日本炎症再生医学会・優秀演題賞  

2. 高橋将文   最新医学 Vol.69. No.6 トップランナーに聞く 最先端の医療に挑む若手研究者へのイン

タビュー 新たな自然炎症経路・インフラマソームの研究（2014 年 6 月 10 日） 

3. 矢田俊彦  日本経済新聞 食欲調整酵素のしくみを解明（2015 年 7 月 6 日） 

4. 矢田俊彦  日経産業新聞 脳内酵素、食欲を低減、副作用少ない薬開発に光、自治医大など仕組み

解明（2015 年 7 月 6 日） 

5. 矢田俊彦  下野新聞 肥満・糖尿病治療に光、ラットでメカニズム解明、脳内物質が内蔵脂肪減

（2013 年 10 月 9 日） 

6. 矢田俊彦  朝日新聞 インスリン新たな経路発見（2013 年 7 月 15 日） 

7. 矢田俊彦  日本工業新聞 膵臓分泌のインスリン、神経経由で脳に情報―自治医大が発見―（2013

年 6 月 28 日） 

8. 矢田俊彦  時事通信 膵臓神経から脳へ＝インスリン感知に新ルート―増強剤で肥満治療も―

（2013 年 6 月 27 日） 

9. 花園豊   日経産業新聞 難病克服へ iPS 活用 大型動物で再生医療研究（2015 年 2 月 10 日） 

10. 花園豊   日本経済新聞 万能細胞受精卵に近づく 培養容易に実用化へ一歩（2014年11月23日） 

11. 花園豊   日本経済新聞 「臓器工場」実用化へ動く 動物の体内で人間の臓器を作る（2014 年 8 月

4 日） 

12. 花園豊   下野新聞 「ヒト型」を「マウス型」に 培養、分化能力に違い（2014 年 1 月 31 日） 

13. 花園豊   日本経済新聞 iPS 細胞の正体に迫る がん化と紙一重、謎多く（2013 年 12 月 22 日） 

14. 花園豊   読売新聞 豚使う細胞実験容易に センター増設手術支援ロボも（2013 年 12 月 6 日） 

15. 花園豊   日経北関東経済面 再生医療拠点を強化 ブタ用手術ロボ導入（2013 年 12 月 6 日） 

16. 花園豊   時事通信社 免疫不全ブタ、半年で作製＝再生医療研究を促進ー明治大など（2013 年 10

月 10 日） 

17. 花園豊   日本経済新聞 再生医療研究に力 北関東の中核拠点めざす（2013 年 9 月 7 日） 

18. 花園豊   日本経済新聞 iPS 細胞から赤血球 輸血・貧血向け製剤（2013 年 8 月 27 日） 

19. 花園豊   下野新聞 ヒツジから膨らむ想像（2013 年 8 月 26 日） 

20. 花園豊   下野新聞 動物体内でヒト血液 iPS 研究本県でも進む（2013 年 8 月 20 日） 

21. 花園豊   iPS細胞が拓く新しい医療：現状と課題 平成 25年度自治医科大学公開講座(下野)（2013

年 7 月 13 日） 

22. 花園豊   下野新聞 iPS 実用化へ５拠点 技術開発、自治医大に支援（2013 年 7 月 3 日） 

23. 黒尾誠   アステラス製薬（株）との共同研究契約「急性腎障害および慢性腎臓病の新規創薬標的と

しての Klotho-FGF 内分泌系」 



（様式１） 
 

法人番号 131102 
プロジェクト番号 S1311029 

 

13 
 

24. 西村智   NHK これが体の新常識 動画提供（2016 年 3 月 23 日） 

25. 西村智   可視化情報全国講演会 ベストプレゼンテーション賞[仙台]（2015 年 10 月 10 日） 

26. 西村智   サイトメトリ学会 最優秀発表賞[東京]（2015 年 7 月 11 日） 

27. 西村智   動脈硬化学会 優秀ポスター賞[仙台]（2015 年 7 月 10 日） 

28. 西村智   花王研究奨励賞「表面の科学」医学・生物学分野[東京]（2015 年 6 月 5 日） 

29. 西村智   NHK ニュース報道及び下野新聞 血小板急増仕組み発見（2015 年 5 月 11 日） 

30. 西村智   TV 朝日「モーニングバード」画像提供（2015 年 3 月 9 日） 

31. 西村智   総合健診医学会第 43 回学術大会長奨励賞[富山]（2015 年 2 月 20 日） 

32. 西村智   第 9 回日本免疫学会研究奨励賞（2014 年 12 月 11 日） 

33. 西村智   第 75 回日本血液学会学術集会奨励賞[大阪]（2014 年 10 月 31 日） 

34. 西村智   TV 朝日「ワイド！スクランブル」画像提供（2014 年 8 月 5 日） 

35. 西村智   NHK出版 人体ミクロの大冒険ビジュアル版 細胞のミラクルワールド画像提供（2014年 7

月 25 日） 

36. 西村智   Royal Microscopy Society 2014 Scientific Imaging Competition, Short Video, 1st prize

（2014 年 6 月 30 日） 

37. 西村智   Milwaukee, SSC 2014 Best Oral Award（2014 年 6 月 23 日） 

38. 西村智   TV 朝日「モーニングバード」画像提供（2014 年 5 月 26 日） 

39. 西村智   NHK「TVスペシャル人体ミクロの大冒険細胞」画像提供・出演（2014年3月29日及び 2014

年 4 月 6 日） 

40. 西村智   TV 朝日「モーニングバード」画像提供（2014 年 2 月 13 日） 

41. 西村智   NHK「健康診断スペシャル チョイス病気になった時」画像提供（2014 年 1 月 11 日） 

42. 西村智   最新医学 Vol.68.No.11 トップランナーに聞く 最先端の医療に挑む若手研究者へのインタ

ビュー 蛍光で見る動物の神秘（2013 年 11 月 10 日） 

43. 西村智   日刊工業新聞 News ウェーブ 21「東大、脂肪組織炎症の原因解明－肥満で免疫細胞が

減少」（2013 年 10 月 25 日 

44. 西村智   薬事日報「制御性 B 細胞、脂肪組織の炎症抑制－メタボ治療への応用に期待」（2013 年

10 月 25 日） 
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１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
留意事項が付されていない場合は「該当なし」と記載してください。 

 
 組織に、連携を計る名目的でない実施リーダーが必要ではないか。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
付された留意事項に対し、どのような対応策を講じ、また、それにより、どのような成果があがったか等につい

て、詳細に記載してください。 

 
留意事項として、組織体制についての指摘をいただき、研究代表者である学長の下に実施リーダーとし

て、慢性炎症領域では高橋将文（炎症・免疫研究部）、がん・幹細胞領域では古川雄祐（幹細胞制御研究

部）の 2 名を配置した。この 2 名の実施リーダーが、各研究参加グループの定期的な進捗状況の確認や、

基礎と臨床における共同研究の橋渡しなど、本研究プロジェクトのハブ的な役割を果たし、参加研究グル

ープおよび各研究領域の連携を強化している。また、定期的な成果発表会、中間・最終報告のためのシン

ポジウム等についても、この 2 名が中心となって企画・運営しており、本研究プロジェクトの効率的な運営

に大きく貢献している。 

 



（様式１）

１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

※　３年目（または２年目）は予定額。

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

S1311029

補助主体

38,147

補助主体

私学助成

39,112 26,075

30,681

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

34,492

私学助成

20,454

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

平成25年度 ZEN5600 1 480 33,421 22,281

ＢＲ-180ＬＦ
BZ-9000

1 400

平成25年度 651155 1 339

平成25年度

17,71726,57537.5

平成25年度
186-3003JA
VIIA7-09

1 784

655490-01
FSX100-PCSET-2

1

24,057 16,038

平成25年度

167,652 208,833

189

６５６７００G２

補助金額

BD FACS Aria セル
ソーター

平成23年度 15,893㎡

1平成25年度

整備年度

72,639

153,846

150,000

376,485

0 0 0 0

0

0

50,000

0

0 0

0

0

0

78,224 71,776

51,281 102,565 0 0

0 0

0 00

0

38,147 34,492 0 0 0 0

0

25,448 24,552

24,28325,717

51,281 102,565

27,059 22,941

50,000

0

0

72,639

153,846

50,000

0

0

平
成
２
７
年
度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

0

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

自治医科大学ＮＣＤ
研究拠点

整備年度

65

事業経費 補助金額

72,639255 34,492

生体ネットワーク再現
システム

生体ネットワーク観察
システム

ゲノム・エピゲノム解析
システム

（情報処理関係設備）

生体ネットワーク構成
細胞分離システム

炎症関連タンパク質解
析システム

研究費

設 備

研究費

（研究設備）

総

額

総 計

設 備

平
成
２
５
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

法　人
負　担

私　学
助　成

事業経費施　設　の　名　称

設 備

平
成
２
６
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

法人番号 131102

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額

0 0
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１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

  平成 年度

学内1人
学内1人

歯根膜細胞の解析
視床下部神経の解析

598
470

造血管細胞の移植実験
Nesfatin-1の代謝・循環調節における役割 

1,474
3,179

学内1人
学内1人

4,660

時給　950円，年間時間数　1,749時間
実人数　4人

7,684 研究補助 7,684

時給　950円，年間時間数　715時間
実人数　1人

4,660 研究補助
実人数　4人

4,660

学内3人

学内1人

40,734

486

40,734

時給　820円，年間時間数　2,280時間

学会参加旅費
3,472

121
778

積　　算　　内　　訳

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

論文英文校正料、遺伝子解析、DNAｼｰｹﾝｽ解析委託費用

20,900

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
ﾊﾞｲｵﾌﾘｰｻﾞｰ（221）、液体窒素容器（340）

4,606

4,606

学内8人

ポスト・ドクター 7,880

11,952

計

13,020

3,227インフラマソームの病態の解明

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

計

インフラマソームの病態の解明

4,606

4,606

印刷費

校正料、研究委託費用

計

108

運搬費、論文投稿料618

参加費
58 研究機器修繕費

主　な　使　途

試料運搬費、論文投稿料
論文別刷費用
研究学会参加旅費

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
試薬（18,749）、器具（7,245）、実験動物（2,036）、その他（7,681）

支　出　額

研究用消耗品

計 35,731 35,731

旅費交通費 471 学会参加旅費 471 学会・研究会参加旅費

報酬・委託料 4,189 研究委託費用 4,264 DNAｼｰｹﾝｽ解析・RNA抽出委託費用

試料・実験動物運搬費、論文投稿料

印刷製本費 254 印刷費 254 論文別刷費用
通信運搬費、論文投稿関係 418 運搬費、論文投稿料 343

光　熱　水　費

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 29,747 研究用消耗品 29,747 試薬（18,069）、器具（5,301）、実験動物（1,770）、その他（4,607）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

図　　　　書

（　　　　　　　）

報酬・委託料

778

25

金　　額

35,711

通信運搬費、論文投稿関係

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費
3,340

小  科  目

教育研究経費支出

印刷製本費

修繕費

年　　　度

年　　　度 26

研究支援推進経費

35,711

光　熱　水　費

121

雑費

実人数　7人

教育研究経費支出

（兼務職員）

計 7,684 7,684

ﾏﾙﾁｶﾞｽｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ（798）、冷却遠心機（429）

191

108 学会参加費

4,660

高解像度画像解析ｼｽﾃﾑ(2,675)

iBlot GEL TRANSFER DEVICE（143）

修繕費 461 研究機器修繕費 461 ﾌﾘｰｻﾞｰ修理費用
参加費

金　　額

58 ｷﾞﾙｿﾝﾋﾟﾍﾟｯﾄﾏﾝ修理費用

雑費 191 学会参加費

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 時給　820円，年間時間数　5,273時間

（　　　　　　　）
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  平成 年度

学内1人
学内1人
学内1人
学内2人

学内1人
学内1人

学内2人（H27.4.1付助教採用者　1名）
学内1人（H27.4.1付助教採用者　1名）
学内1人

超微量分光光度計（913）

歯根膜細胞の解析
造血・血栓のイメージング研究

視床下部神経の解析

598
598
498

1,145

歯根膜細胞の解析
視床下部神経の解析

548
598
598

造血管細胞の移植実験

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 31,337 研究用消耗品

学内1人

造血管細胞の移植実験

血栓止血のイメージング
Nesfatin-1の代謝・循環調節における役割 

6,374
2,877
3,200

造血管細胞の移植実験

雑費 109 参加費 109 学会・研究会　参加費

低温器具乾燥機（327）

研究補助 7,339

時給　830円，年間時間数　1,760時間

SimpliAmpサーマルサイクラー（587）

7,340

人件費支出
（兼務職員）

計 7,340

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,585 6,585 遠心機（846）、超低温槽（3,365）、ｻｰﾓﾐﾝﾀﾞｰ（261）

図　　　　書
計 6,585

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 3,785 インフラマソームの病態の解明 2,042 学内4人

ポスト・ドクター 15,678 インフラマソームの病態の解明 3,227 学内1人

研究支援推進経費

計 19,463 学内12人

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

31,337 試薬（17,239）、器具（7,998）、実験動物（1,591）、その他（4,509）

光　熱　水　費
通信運搬費、論文投稿関係 727 運搬費、論文投稿料 727 試料・実験動物運搬費、論文投稿料

印刷製本費 177 印刷費 177 論文別刷費用

旅費交通費 653 学会参加旅費 653 学会・研究会参加旅費

報酬・委託料 5,667 研究委託費用 4,933 解析委託費、英文校正費、研究機器保守料

（　　　　　　　）
計 38,670

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

実人数　1人

教育研究経費支出

時給　960円，年間時間数　2,759時間
実人数　6人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,990 レブゴ超低温槽（1,663）、液体窒素保存容器（500）

図　　　　書
計 3,990

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 4,631 インフラマソームの病態の解明 1,793 学内3人

学内1人ポスト・ドクター 3,214 インフラマソームの病態の解明 3,214

研究支援推進経費

計 7,845 学内9人

E1-ClipTip（124）、ﾗｲﾄｻｲｸﾗｰ用無停電電源装置（249）

ﾊﾝﾃﾞｨ型自動ｾﾙｶｳﾝﾀｰ（201）

実験専用作業台（999）、オートクレーブ（540）
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Renal Physiol 310, ajprenal.00037.02015, 2015

Otani-Takei N, Masuda T, Akimoto T, Honma S, Watanabe Y, Shiizaki K, Miki T, Kusano E,
Asano Y, Kuro-o M & Nagata D. Association between Serum Soluble Klotho Levels and
Mortality in Chronic Hemodialysis Patients. Int J Endocrinol 2015: 406269, 2015
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前川文彦, 矢田俊彦．病態生理　糖尿病における中枢性摂食・代謝調節の破綻．最
新医学3月増刊号 70: 7頁(517-523)，2015

岩﨑有作、矢田俊彦．自律神経系による末梢環境感知と摂食・代謝調節―メタボ
リックシンドロームにおける変調．Clinical Neuroscience、32(12): 4頁(1383-
1386)，2014

中田正範、矢田俊彦．摂食調節機構と神経ペプチド．医学のあゆみ 250(9): 5頁
(785-789)，2014

前島裕子、矢田俊彦．オキシトシンの中枢神経作用．内分泌・糖尿病・代謝内科
39(1): 6頁(20-25)，2014

唐澤直義、高橋将文．シグナル伝達を理解するために必要な知識：インフラマソー
ム．分子消化器病 2: 78-82, 2014

井上賢之、高橋将文．敗血症に関する基礎医学の最新知見．炎症．Intesivist
6:479-492, 2014

小林基、高橋将文．Vascular inflammationとはどのような概念か．血液内科
69:321-327, 2014

高橋将文．新たな自然炎症経路・インフラマソームの研究．最新医学69:112-119,
2014

Takahashi M. Role of innate immune system in inflammation and cardiac
remodeling after myocardial infarction. Curr Vascular Pharm 2013 Apr 29
[Epub ahead of print]

高橋将文．動脈硬化におけるインフラマソームの役割．「Annual Review糖尿病・代
謝・内分泌2013」（編集：寺内康夫、伊藤裕、石橋俊）中外医学社, 106-111, 2013

高橋将文．血管での慢性炎症の分子機序を知る．Vascular Medicine 9：23-28,
2013

高橋将文．無菌性炎症とインフラマソーム．トピックス．Organ Biology 20: 164-
165, 2013

高橋将文．動脈硬化とインフラマソーム．日本血栓止血学会誌24: 12-16, 2013

高橋将文．心血管病における無菌性炎症とインフラマソーム．日本臨床検査自動科
学会会誌40(3): 191-197, 2015

《 図 書 》

岩﨑有作、桂田健一、河野大輔、矢田俊彦．消化管ホルモンと迷走神経・中枢神経
による摂食・代謝・生体恒常性調節．内分泌・糖尿病・代謝内科 41(1): 6頁(3-
8)，2015
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Kario K. Essential Manual of 24-hour Blood Pressure Management from Morning to
Nocturnal Hypertension. pp 1-150, Wiley-Blackwell, 2015

簑田清次．自己免疫疾患（リウマチ）や喘息との関わり合い．日本内科学会雑誌 第
104巻 第１号: 71-4頁，2015

簑田清次．リウマチ膠原病・アレルギー学．週刊日本医事新報 4685: 26-31頁，
2014

遠藤仁司．エネルギーの流れ、In メディカルサイエンス　臨床化学検査学　病態生
化学の視点から（太田敏子、川上康、下村弘治、寺平良治、三村邦宏　編集）:
pp36-45 近代出版，2014

多胡憲治．ヒアルロン酸ががんの発症を抑制する．（トピックス：生物系薬学）．
ファルマシア, 日本薬学会: １頁，2014

中田正範、矢田俊彦．摂食概日リズムと視床下部．アンチ・エイジング医学 10(2):
6頁(46-51)，2014

栗田英治、矢田俊彦．中枢グルコース感知と摂食調節機構．Diabetes Frontier
25(1):6頁(40-45)，2014

矢田俊彦．膵臓の内分泌機能と炭水化物代謝の調節（翻訳）. In ギャノング生理
学.原書24版  岡田泰伸（監訳）丸善 東京: 26頁(495-520)，2014

Wang Y, Takayanagi Y, Onaka T. Effects of medial amygdala lesions upon social behaviour
in mice. In “Advances in Cognitive Neurodynamics(III) -Proceedings of the third International
Conference on Cognitive Neurodynamics-2011”. Edited by Yamaguchi Y. pp753-757Springer
Netherlands, 2013
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図書28

（部門名）病態生化学部門

通し番号

図書29

図書30

図書31

図書32

図書33

図書34

図書35

図書36

図書37

図書38

大森司．Ashwell-Morell受容体を介した血小板数調節メカニズム．In:高久史麿，小
澤敬也，金倉譲，小島勢二，矢冨　裕　編，Annual Review血液2016，東京，中外医
学社，(印刷中)

大森司．DIC．In:門脇　孝，小室一成，宮地良樹　編，日常診療に活かす診療ガイ
ドラインUP-TO-DATE2016-2017，大阪，株式会社メディカルビュー社（印刷中）

大森司．出血傾向．In:矢崎義雄　総編集，内科学　第11版，東京，朝倉書店，（印
刷中）

大森司．播種性血管内凝固症候群．In:山口徹，北原光夫　編，今日の治療指針
2016，東京，医学書院，724-426頁，2016

大森司：先天性出血病の遺伝子・細胞治療．In:一瀬白帝，丸山征郎，家子正浩
編，新・血栓止血血管学，京都，金芳堂，91-98頁，2015

大森司．抗血栓薬．In:日本血液学会　編，血液専門医テキスト，東京，南江堂，
79-82頁，2015

大森司．播種性血管内凝固症候群（DIC）．In:金澤一郎，永井良三　編，【今日の
診断指針 第7版，東京，医学書院,1165-1168頁,2015

大森司．薬剤性血小板減少症．In:大森　司，矢冨　裕　編，出血性疾患マニュア
ル，東京,南江堂株式会社,96-100頁，2014

大森司．抗血小板薬．In:金倉譲　編，プリンシプル血液疾患の臨床，東京，中山書
店，206-215頁，2014

仁木利郎．低分化な癌の鑑別．深山正久, 野口雅之, 松野吉宏（編）, 腫瘍病理鑑
別診断アトラス．肺癌．P212-216, 文光堂（東京），2014

仁木利郎．分類不能癌．深山正久, 野口雅之, 松野吉宏（編）, 腫瘍病理鑑別診断
アトラス．肺癌．P140, 文光堂（東京），2014

小柳貴裕、鈴木康弘、高橋詳史、嵯峨　泰、鈴木光明、佐藤靖史．新規血管新生調
節因子バゾヒビン2を標的とした卵巣癌治療応用に関する基礎研究. 産婦人科の実際
金原出版: 217-221頁，2015

永山学、砂田圭二郎、矢野智則、小野公平、根本大樹、宮田康史、井野裕治、竹澤
敬人、坂本博次、新畑博英、三浦義正、林芳和、佐藤博之、山本博徳．【 クローン
病診療における画像診断・内視鏡診断の活用法】 クローン病診療におけるダブルバ
ルーン内視鏡. 「日本消化器病学会雑誌」 112: 1270-1280，2015

大森司．出血・血栓傾向のみかた．In:神田善伸　編，血液科研修ノート2016，東
京，診断と治療社，(印刷中)
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高橋将文．心腎血管疾患における自然炎症の役割．第38回日本高血圧学会総会（愛
媛）2015年10月9-11日

高橋将文、駒田敬則、臼井文武、川島晃、唐澤直義、木村博昭．横紋筋融解症によ
る急性腎障害におけるNLRP3インフラマソームの役割．心血管抗加齢研究会2015（大
阪）2015年11月28-29日

Takahashi M, Usui F, Shirasuna K, Kawashima A, Karasawa T, Kimura H. Inflammasome
activation by mitochondrial oxidative stress in macrophages leads to the development of
angiotensin Ⅱ-induced aortic aneurysm. The 18th International Vascular Biology Meeting.
April 14-17, 2014, Kyoto(Japan)
Takahashi M, Usui F, Shirasuna K, Kawashima A,  Karasawa T, Kimura H. Inflammasome
activation by mitochondrial oxidative stress in macrophages leads to the development of
angiotensin Ⅱ-induced aortic aneurysm. AHA Scientific Sessions 2014, Nov.15-19, 2014,
Chicago(America)

臼井文武、木村博昭、唐澤直義、川島晃、高橋将文．大動脈瘤形成におけるNLRP3イ
ンフラマソームの役割の解析．第35回日本炎症・再生医学会（沖縄）2014年7月2-4
日

椎崎和弘、黒尾誠．CKDにおけるKlothoの役割. In 腎疾患・透析最新の治療 2014-
2016. 南江堂: 5頁，2014

黒尾誠．FGF23-Klotho内分泌系とCKDにおける老化現象. In Annual Review 2015 腎
臓. 中外医学社: 9頁，2015

椎崎和弘、三浦裕、黒須洋、黒尾誠．FGF23-Klotho内分泌系の生理機能. In 腎と骨
代謝. 日本メディカルセンター: 6頁，2015

土井盛博、正木崇生、黒尾誠．Klotho蛋白の腎保護作用. In 腎と骨代謝. 日本メ
ディカルセンター: 9頁，2015

Takahashi, M. The inflammasome in atherothrombosis. AHA Scientific Sessions 2015
Cardiovascular Seminar CVC.242 Orlando, Florida (America), November 7-11, 2015

臼井文武、木村博昭、唐澤直義、川島晃、谷口俊一郎、高橋将文．動脈硬化および
大動脈瘤形成におけるNLRP3インフラマソームの役割．第26回日本生体防御学会学術
総会（東京）2015年7月10-12日

臼井文武、駒田敬則、唐澤直義、川島晃、木村博昭、武藤重明、長田太助、高橋将
文．横紋筋融解症による急性腎障害におけるNLRP3インフラマソームの役割．第36回
日本炎症・再生医学会（東京）2015年7月21-22日

唐澤直義、木村博昭、臼井文武、川島晃、高橋将文．脂質代謝異常におけるASCの役
割．第36回日本炎症・再生医学会（東京）2015年7月21-22日

《 学 会 発 表 》



学会10

学会11

学会12

学会13

学会14

学会15

学会16

学会17

学会18

学会19

学会20

学会21

学会22

学会23

学会24

学会25

学会26

駒田敬則、臼井文武、白砂孔明、木村博昭、川島晃、唐澤直義、武藤重明、草野英
二、高橋将文. 片側尿管結紮腎における炎症惹起には集合尿細管でのインフラマ
ソーム活性化が寄与する. 第12回自治医大シンポジウム（栃木） 2013年9月5日

高橋将文．心血管疾患における無菌性炎症とインフラマソーム．（シンポジウム）
第42回日本心脈管作動物質学会（奈良）2013年2月8-9日

高橋将文．動脈硬化におけるインフラマソームの役割．（シンポジウム） 第45回日
本動脈硬化学会総会・学術集会（東京）2013年7月18-19日

高橋将文．インフラマソームと大動脈瘤．（シンポジウム）第21回日本血管生物医
学会学術集会（大阪）2013年9月26-28日

白砂孔明、臼井文武、唐澤直義、木村博昭、川島晃、大口昭英、高橋将文．ナノ粒
子は妊娠マウスの胎盤炎症と妊娠機能異常を引き起こす：自然炎症経路・インフラ
マソームの関与．第107回日本繁殖生物学会大会（帯広）2014年8月20-24日

高橋将文．Role of the inflammasome in cardiovascular disease．講演 JIKEI SYMPOSIUM
（東京）2014年5月21日

高橋将文．Inflammasome activation in adventitial macrophages leads to the
development of angiotensin Ⅱ-induced aortic aneurysm．第14回日本抗加齢医学
会（大阪）2014年6月6-8日

高橋将文．NLRP3はインフラマソーム非依存性に肝虚血再灌流障害を軽減する．第35
回日本炎症・再生医学会（沖縄）2014年7月2-4日

高橋将文．心血管病や生活習慣病における無菌性炎症とインフラマソーム．第87回
日本生化学会大会　シンポジウム（京都）2014年10月15-18日

原教子、白砂孔明、臼井文武、唐澤直義、木村博昭、川島晃、大口昭英、松山秀
一、木村康二、高橋将文．インターフェロン（IFN）γはナノ粒子の取り込みを阻害
してインターロイキン（IL）-1β産生を抑制する．第107回日本繁殖生物学会大会
（帯広）2014年8月20-24日

Komada T, Muto S, Kusano E, Takahashi M. Inflammasome in renal collecting duct cells
contributes to inflammation and fibrosis after unilateral ureteral obstruction. American
Society of Nephrology KIDNEY WEEK 2013. TH-OR071, November 5-10, 2013, Atlanta
(USA)

Takahashi M. Inflammasomes and sterile inflammation in cardiovascular disease. The30th
Annual Meeting of the International Society for Heart Research Japanese Section. Jun 29,
2013, San Diego (USA)

井上賢之、白砂孔明、木村博昭、臼井文武、川島晃、唐澤直義、多胡憲治、出崎克
也、柳沢健、矢田俊彦、安田是和、高橋将文. 自然炎症を介した肝虚血再灌流障害
の分子的機序の解明. 第12回自治医大シンポジウム（栃木） 2013年9月5日

臼井文武、木村博昭、唐澤直義、川島晃、高橋将文．大動脈瘤形成におけるNLRP3イ
ンフラマソームの役割．第46回日本動脈硬化学会（東京）2014年7月10-11日

唐澤直義、川島晃、臼井文武、木村博昭、高橋将文．カスパーゼ1ホモログ分子
CARD16による新規炎症惹起起助の解析．第35回日本炎症・再生医学会（沖縄）
2014年7月2-4日

唐澤直義、川島晃、臼井文武、木村博昭、高橋将文．カスパーゼ1ホモログCOPｓに
よる炎症制御機構の解析．第46回日本動脈硬化学会（東京）2014年7月10-11日

木村博昭、川島晃、鈴木幸一、岩間信太郎、Patrizio Caturegli、高橋将文．LMP7
欠損マウスの甲状腺異常.　第8６回日本内分泌学会（福岡）2014年4月24-26日
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学会36
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矢田俊彦．中枢神経/末梢投与オキシトシンによる摂食調節機構と肥満症治療基盤．
第158回日本獣医学会学術集会生理学・生化学分科会シンポジウム(十和田) 2015年9
月7-9日

伊藤聖学、吉田昌史、山田穂高、出崎克也、大河原晋、川上正舒、田部井薫、矢田
俊彦、加計正文．膵 細
路．第58回日本糖尿病学会年次学術集会(下関) 2015年5月21-24日

岩﨑有作、Enkh-Amar Ayush、岩本禎彦、中林肇、加計正文、矢田俊彦．グルカゴン
はグルカゴン受容体を介して求心性迷走神経を活性化する．第58回日本糖尿病学会
年次学術集会(下関) 2015年5月21-24日

出崎克也、Sukma Rita Rauza、加計正文、矢田俊彦．膵 
1のインスリン分泌促進作用を仲介する．第58回日本糖尿病学会年次学術集会(下関)
2015年5月21-24日

吉田昌史、出崎克也、中田正範、内田邦敏、伊藤聖学、山田穂高、富永真琴、川上
正舒、矢田俊彦、加計正文．新規ブドウ糖刺激インスリン分泌惹起経路としてのT
rpm2チャネル．第58回日本糖尿病学会年次学術集会(下関) 2015年5月21-24日

山田穂高、吉田昌史、伊藤聖学、出崎克也、川上正舒、石川三衛、矢田俊彦、加計
正文．GPR40シグナルは背景電流を増加させ膵 細
る．第58回日本糖尿病学会年次学術集会(下関) 2015年5月21-24日

出崎克也、Sukma Rita Rauza、倉科智行、加計正文、矢田俊彦．膵 
ネルを標的としたインスリン分泌機能改善．第58回日本糖尿病学会年次学術集会(下
関) 2015年5月21-24日

王磊、中田正範、矢田俊彦．室傍核NUCB2/Nesfatin-1ノックダウンマウスの解析：
摂食概日リズム障害と内臓肥満．第88回日本内分泌学会学術総会(東京) 2015年4月
23-25日

吉田昌史、出崎克也、内田邦敏、石川三衛、川上正舒、富永真琴、矢田俊彦、加計
正文．新規インスリン分泌惹起経路としてのTrpm2チャネル．第88回日本内分泌学会
学術総会(東京) 2015年4月23-25日

中田正範、王磊、楊怡飛、矢田俊彦．室傍核Nesfatin-1 ニューロンによるバゾプ
レッシン発現と血圧の調節．第36回日本肥満学会(名古屋) 2015年10月2-3日

Putra Santoso，Yuko Maejima，Kenju Shimomura，Masanori Nakata，Toshihiko
Yada. AVP suppresses feeding and activates PVN Nesf‐1 and Oxt neurons. 第
36回日本肥満学会(名古屋) 2015年10月2-3日

岩崎有作、岩本禎彦、加計正文、矢田俊彦．グルカゴンによる求心性迷走神経の活
性化：中枢作用を仲介する伝達経路．第36回日本肥満学会(名古屋) 2015年10月2-3
日

小沢一世、岩崎有作、谷田守、矢田俊彦．GLP-1のアドレナリン分泌促進作用と感覚
神経-中枢-副腎交感神経反射の役割．第36回日本肥満学会(名古屋) 2015年10月2-3
日

須山成朝、小平美里、中田正範、矢田俊彦．摂食依存的な視床下部室傍核オキシト
シンニューロンのシナプス可塑性．第36回日本肥満学会(名古屋) 2015年10月2-3日



学会41

学会42

学会43

学会44

学会45

学会46

学会47

学会48

学会49

学会50

学会51

学会52

学会53

学会54

学会55

中田正範、小平美里、王磊、李恩旭、矢田俊彦．低血糖に対する糖代謝応答におけ
るPituitary adenylate cyclaseactivatingpolypeptide の意義．第35回日本肥満学
会(宮崎) 2014年10月24-25日

岩﨑有作、下村健寿、河野大輔、出崎克也、Ayush Enkh-Amar、中林肇、窪田直人、
門脇孝、加計正文、中田正範、矢田俊彦．インスリンによる求心性迷走神経の活性
化：過食・肥満IRS2 KO マウスにおける障害および膵臓内パラクリン作用．第68回
日本栄養・食糧学会大会(札幌) 2014年5月30日-6月1日

出崎克也、Rita Rauza Sukma、Boldbaatar Damdindorj、加計正文、矢田俊彦．グレ
リンはGLP-1の膵 
年次学術集会(大阪) 2014年5月22-24日

岩﨑有作、下村健寿、河野大輔、出崎克也、Ayush Enkh-Amar、中林肇、窪田直人、
門脇孝、加計正文、中田正範、矢田俊彦．インスリンによる求心性迷走神経の活性
化と過食・肥満・糖尿病を呈するIRS2欠損マウスにおけるその障害．第57回日本糖
尿病学会年次学術集会(大阪) 2014年5月22-24日

李恩旭、中田正範、矢田俊彦．新規膵 
その病態的意義．第57回日本糖尿病学会年次学術集会(大阪) 2014年5月22-24日

中田正範、Gantulga Darambazar、小平美里、李恩旭、矢田俊彦．視床下部室傍核を
介した代謝・食欲・血圧連関．第57回日本糖尿病学会年次学術集会(大阪) 2014年5
月22-24日

岩﨑有作、前島裕子、吉田昌史、須山成朝、加計正文、矢田俊彦．末梢オキシトシ
ン→求心性迷走神経→脳」軸の活性化による過食・肥満抑制．第88回日本内分泌学
会学術総会（東京）2015年4月23-25日

岩崎有作、前島裕子、吉田昌史、荒井健、須山成朝、桂田健一、中林肇、加計正
文、矢田俊彦．末梢Oxytocin は求心性迷走神経を活性化して摂食を抑制する．第
120回日本解剖学会総会・全国学術集会第92回日本生理学会大会合同大会(神戸)
2015年3月21-23日

Enkh-Amar Ayush、岩﨑有作、岩本禎彦、矢田俊彦．グルカゴンは求心性迷走神経に
直接作用し活性化させる：摂食調節への役割．第120回日本解剖学会総会・全国学術
集会第92回日本生理学会大会合同大会(神戸) 2015年3月21-23日

出崎克也、Rita Rauza Sukma、加計正文、矢田俊彦．Kv2.1チャネル阻害はGLP-1 誘
発インスリン分泌を増強し2 型糖尿病の耐糖能を改善する．第120回日本解剖学会総
会・全国学術集会第92回日本生理学会大会合同大会(神戸) 2015年3月21-23日

中田正範、Darambazar Gantulga、王磊、矢田俊彦．室傍核NUCB2/nesfatin-1ニュー
ロンによる摂食調節．第120回日本解剖学会総会・全国学術集会第92回日本生理学会
大会合同大会(神戸) 2015年3月21-23日

小沢一世、岩﨑有作、矢田俊彦．GLP-1 末梢投与によるアドレナリン分泌促進．第
35回日本肥満学会(宮崎) 2014年10月24-25日

桂田健一、前島裕子、中田正範、苅尾七臣、矢田俊彦．脳の内因性GLP-1 は視床下
部室傍核に作用し摂食を抑制する．第35回日本肥満学会(宮崎) 2014年10月24-25日

岩﨑有作、前島裕子、吉田昌史、荒井健、須山成朝、桂田健一、中林肇、加計正
文、矢田俊彦．オキシトシン末梢投与による求心性迷走神経を介した摂食抑制作
用．第35回日本肥満学会(宮崎) 2014年10月24-25日

河野大輔、佐々木努、小島至、北村忠弘、矢田俊彦．視床下部弓状核の甘味受容体
による摂食調節機構．第35回日本肥満学会(宮崎) 2014年10月24-25日



学会56

学会57

学会58

学会59

学会60

学会61

学会62

学会63

学会64

学会65

学会66

学会67

学会68

学会69

学会70

学会71

オトゴンウール　ゼセムドルジェ、前島裕子、佐久間和哉、楊怡飛、下村健寿、矢
田俊彦．末梢投与オキシトシンの抗肥満・抗メタボリックシンドローム効果．第34
回日本肥満学会，第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11-12日

プトラ　サントソ、前島裕子、楊怡飛、オトゴンウール　ゼセムドルジェ、佐久間
和哉、下村健寿、矢田俊彦．室傍核（PVN）のnesfatin-1/NUCB2ニューロンはPACAP
によって制御されている．第34回日本肥満学会(東京)2013年10月11-12日

岩﨑有作、下村健寿、河野大輔、出崎克也、Enkh-Amar Ayush、中林肇、窪田直人、
門脇孝、加計正文、中田正範、矢田俊彦．膵臓を支配する求心性迷走神経は膵臓か
ら分泌されるインスリンを効率良く受容する．第34回日本肥満学会(東京) 2013年10
月11-12日

河野大輔、小島至、北村忠弘、矢田俊彦．甘味受容体による視床下部弓状核ニュー
ロンの活性調節．第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11-12日

前川文彦、藤原研、鳥谷真佐子、野原恵子、矢田俊彦．全身エネルギー代謝におけ
るBDNF の役割と糖尿病性内臓肥満症における治療可能性．第91回日本生理学会大会
(鹿児島) 2014年3月16-18日

岩﨑有作、矢田俊彦．膵ホルモンは求心性迷走神経を介して脳に作用し、食欲を調
節する．第91回日本生理学会大会(鹿児島) 2014年3月16-18日

出崎克也、矢田俊彦．Zucker Fattyラットの肥満初期における血中グレリン動態．
第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11-12日

楊怡飛、前島裕子、佐久間和哉、オトゴンウール　ゼセムドルジェ、プトラ　サン
トソ、岩﨑有作、下村健寿、矢田俊彦．抗肥満作用のある抗鬱剤ブプロピオンがイ
ンスリン分泌に与える影響．第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11-12日

Rauza Sukma Rita、出崎克也、矢田俊彦．Glucose-induced insulin release is
enhanced by blockade of Kv2.1 channels in β-cell．第34回日本肥満学会(東京)
2013年10月11-12日

小平美里、矢田俊彦．摂食・代謝中枢室傍核Nesfatin-1ニューロンのAngiotensinⅡ
応答．第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11-12日

荒井健、前島裕子、藤塚直樹、矢田俊彦．5-HTによるARCPOMCニューロン活性化に対
する六君子湯とisoliquiritigeninの抑制作用．第34回日本肥満学会(東京) 2013年
10月11-12日

田口昌延、出崎克也、服部智久、春田英律、小泉大、細谷好則、佐田尚宏、安田是
和、矢田俊彦．胃全摘ラットの摂食・体重低下に対する六君子湯の改善効果．第34
回日本肥満学会(東京) 2013年10月11-12日

桂田健一、前島裕子、中田正範、苅尾七臣、矢田俊彦．GLP-1は視床下部室傍核の摂
食関連ペプチドニューロンを活性化する．第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月
11-12日

小平美里、中田正範、苅尾七臣、矢田俊彦．AngiotensinⅡの新規中枢標的：室傍核
Nesfatin-1ニューロン．第51回日本臨床分子医学会学術集会(東京) 2014年4月11-12
日

出崎克也、リタ　スクマ　ラウザ、ボルドバーター　ダムディンドルジェ、矢田俊
彦．グレリンはGLP-1 のインクレチン効果を抑制する．第91回日本生理学会大会(鹿
児島) 2014年3月16-18日

前島裕子，佐久間和哉，下村健寿，矢田俊彦．室傍核オキシトシンの弓状核POMC
ニューロンを介した新規摂食抑制神経経路．第91回日本生理学会大会(鹿児島) 2014
年3月16-18日



学会72

学会73

学会74

（部門名）神経脳生理学部門

通し番号

学会75

学会76

学会77

学会78

学会79

学会80

学会81

学会82

学会83

学会84

学会85

学会86

尾仲達史、高柳友紀、吉田匡秀．下垂体後葉ホルモンとストレス・摂食・社会行動.
創薬薬理フォーラム第21回シンポジウム長井記念館（東京）2013年9月19-20日

Onaka T, Takayanagi Y, Yoshida M：Stress and energy metabolisms: roles of PrRP and
oxytocin. The 36th Naito Conference on“Molecular Aspects of Energy Balance and Feeding
Behavior” SAPPORO, Sapporo, September 10-13, 2013

Onaka T, Takayanagi Y, Yoshida M, Okabe S. Noxious or Non-Noxious Inputs to Oxytocin
Neurons: Possible Roles in the Control of Behaviors. Parvo- and Magnocellular Symposium
in Sendai, Sendai, Japan, September 17, 2015

高柳友紀、吉田匡秀、尾仲達史．オキシトシンによる情動・社会行動の制御. 第92
回日本生理学会大会（神戸） 2015年3月21-23日

尾仲達史、吉田匡秀、高柳友紀．条件恐怖ストレスの神経内分泌反応における内側
扁桃体の働き. 第92回日本生理学会大会（神戸） 2015年3月21-23日

尾仲達史．神経内分泌系の条件恐怖反応の神経回路.平成26年度生理学研究所研究会
「感覚刺激・薬物による快・不快情動生成機構とその破綻」（岡崎）2014年10月7-8
日

尾仲達史．ストレスと下垂体後葉ホルモン.第6回耳鼻咽喉科心身医学研究会（東
京）2014年10月4日

Onaka T, Yoshida M, Takayanagi Y. Lesions of vasopressin neurons by use of vasopressin-
DTR transgenic rats. Satellite meeting of ICN 2014 in Sydney“Recent and Future Trends in
Neuroendocrinology-from Asia and Oceania to Global-” Sydney, August 16, 2014

尾仲達史．心身ストレスとその機序. 生体機能の理解にもとづく災害ストレス支援
の推進事業第1回シンポジウム（東京）2013年11月12日

高柳友紀、尾仲達史．社会的記憶の制御におけるセクレチンーオキシトシンシステ
ムの役割. 第91回日本生理学会大会（鹿児島） 2014年3月16-18日

山下雅子、尾仲達史、神部芳則、草間幹夫．摂食によるオキシトシン産生ニューロ
ンの活性化：そのメカニズムと機能に関する研究. 第58回 日本口腔外科学会総会・
学術大会（福岡）2013年10月11-13日

李恩旭、小平美里、中田正範、矢田俊彦．高脂肪食負荷による肝臓LAR Tyrosine
Phosphatase発現増強とインクレチンPACAPの役割．第34回日本肥満学会(東京) 2013
年10月11-12日

前島裕子、佐久間和哉、楊怡飛、Otgon-Uul Zesemdorj、Putra Santoso、下村健
寿、矢田俊彦．室傍核オキシトシン―弓状核POMCの双方向性摂食抑制神経経路．第
34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11-12日

中田正範、Gantulga Darambazar、小平美里、矢田俊彦．室傍核Nesfatin-1/NUCB2
ニューロンによる代謝・循環調節．第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11-12日

岡部祥太、吉田匡秀、高柳友紀、尾仲達史．接触刺激に対するラット視床下部オキ
シトシン産生細胞の活性化と超音波発声. 第42回日本神経内分泌学会 第23回日本神
経行動内分泌研究会 合同学術集会（仙台） 2015年9月18-19日
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学会89

学会90

学会91
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（部門名）人類遺伝学研究部
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学会93

学会94

学会95

学会96

学会97

学会98

学会99

渡邉和寿、Supichaya Boonvisut、中山 一大、Leibel Rudolph、岩本禎彦．新規糖
尿病感受性遺伝子Ildr2の機能解析.第58回 日本糖尿病学会（山口）2015年5月21-24
日

中山一大, 大橋順、ルハグワスレン・ムンフトルガ、岩本禎彦．高密度SNPジェノタ
イピングによるモンゴル人特異的な自然選択の検出 第69回日本人類学会大会（東
京）2015年10月11日

Supichaya Boonvisut、渡邉和寿、中山一大、岩本禎彦．Resequence analysis of
NAFLD associated genes in 950 Japanese males.日本人類遺伝学会　第60回大会
（新宿）2015年10月14-17日

岩本禎彦、巻嶋咲穂、Supichaya Boonvisut、渡邉和寿、中山一大．血清脂質関連遺
伝子TRIB1の肝臓脂質レベル調節メカニズム．第36回日本肥満学会（名古屋）2015年
10月2-3日

Iwamoto S, Makishima S, Boonvisut S, Ishizuka Y, Watanabe K, Nakayama K: Novel binding
partners of TRIB1 involved in lipid metabolisms.the 2015 tribbles meeting, Budapest,
Hungary, April 22-24, 2015

Boonvisut S, Makishima S, Watanabe K, Nakayama K, Iwamoto S. Minor allele of SNPs in
NCAN-CILP2 region negatively affect on plasma triglyceride but positively on LDL in
Japanese．日本人類遺伝学会第59回大会（東京）2014年11月20日

Makishima, S., Boonvisut, S., Watanabe, K., Nakayama, K., Iwamoto, S: A novel pathway
involved in the susceptibility of non-alcoholic fatty liver diseases. American Society of
Human Genetics 64th Annual Meeting, San Diego, USA, October 18-22, 2014

Yoshida M, Takayanagi Y, Onaka T: The medial amygdala-medullary prolactin-releasing
peptide neuron pathway mediates neuroendocrine responses to conditioned fear stimuli. 10th
World Congress on Neurohpophysial Hormones（WCNH2013）, Bristol, England, July 15-
19, 2013
Tobin V, Knobloch S, Grinevich V, Onaka T, Leng G, Ludwig M: Immunohistochemical
characterisation of vasopressin neurons in the retina which project to the suprachiasmatic
nucleus in rats. 10th World Congress on Neurohpophysial Hormones（WCNH2013）,
Bristol, England, July 15-19, 2013
Tobin V, Tsuji T, Knobloch S, Onaka T, Grinevich V, Leng G, Ludwig M: Characterisation
of vasopressin neurons in the retina which project to the suprachiasmatic nucleus in rats. 10th
World Congress on Neurohpophysial Hormones（WCNH2013）, Bristol, England, July 15-
19, 2013

尾仲達史．ストレス，摂食そして社会行動：最近注目されるオキシトシンの働き．
第５４回日本心身医学会総会ならびに学術講演会（横浜）2013年６月26-27日

吉田匡秀、高柳友紀、尾仲達史．恐怖記憶の想起による神経内分泌反応には内側扁
桃体―延髄PrRP産生ニューロン経路が関与する. 第36回日本神経科学大会（京都）
2013年6月20-23日

橘雅弥、平田郁子、桑田綾乃、山本知加、實藤和佳子、中村歩、大石雅子、下野九
理子、毛利育子、尾仲達史、木村正、大薗恵一、谷池雅子．自閉症スペクトラムの
小児に対する長期的オキシトシン点鼻治療の安全性と効果. 第55回日本小児神経学
会学術集会（大分）2013年5月30日-6月1日



学会100

学会101

学会102

学会103

学会104

学会105

学会106

学会107

学会108

学会109

学会110

（部門名）内分泌代謝学部門

通し番号

学会111

学会112

学会113

坂井謙斗、永島秀一、高橋学、山室大介、五十嵐正樹、岡崎啓明、大須賀淳一、石
橋俊．マウス腹腔MΦの細胞内コレステリルエステル水解機構‐Lipeおよび　Nceh1
に対する阻害剤を用いた解析．第45回日本動脈硬化学会総会・学術集会（東京）
2013年7月18-19日

Sakai K, Nagashima S,Takahashi M, Yamamuro D, Yagyu H, Osuga J, Ishibashi S.
Pharmacological evidence for the dominant role of neutral CE hydrolase 1 in the hydrolysis of
CE in murine macrophages.81st European Atherosclerosis Society Congress, Lyon, France,
June 2-5, 2013

高橋学、野牛宏晃、永島秀一、岡田健太、大城太一、大須賀淳一、石橋俊．
Macropahage lipoprotein lipase modulates the deelopment of
atherosclerosis,but not obesity.第44回日本動脈硬化学会総会・学術集会．第44
回日本動脈硬化学会総会・学術集会（福岡）2012年7月19-20日

中山一大、大橋順、香川靖雄、岩本禎彦．アジア・オセアニア人における代謝特性
の民族差の理解を目指したゲノムワイドSNP研究．第68回日本人類学会大会（浜松）
2014年11月1日

中山一大、宮下洋、渡邉和寿、巻嶋咲穂、Boonvisut Supichaya、岩本禎彦．GIPお
よびGIPRの遺伝的多型は日本人成人の内臓脂肪蓄積と関連する．第35回日本肥満学
会（宮崎）2014年10月25日

渡邉和寿、中山一大、Leibel Rudolph、岩本禎彦．新規糖尿病感受性遺伝子Ildr2の
機能解析．第35回日本肥満学会（宮崎）2014年10月24日

中山一大、大橋 順、Munkhtulga Lkhagvasuren、宮下 洋、岩本禎彦．モンゴル人と
東アジア農耕民族の代謝特性の解明を目指したゲノム人類学研究．第68回日本栄
養・食糧学会大会（札幌）2014年5月31日

中山一大、宮下洋,岩本禎彦．UCP1-3826G/Aが内臓脂肪蓄積に及ぼす影響の季節性.
日本人類遺伝学会第58回大会（仙台）2013年11月20-23日

中山一大、大橋順、ムンフトルガ・ルハグワスレン、岩本禎彦．モンゴル人の代謝
特性の解明を目指したゲノムワイドSNP研究．第67回日本人類学会大会（つくば）
2013年11月2日

中山一大、宮下洋、柳沢佳子、岩本禎彦．熱産生関連遺伝子多型が内臓脂肪蓄積に
及ぼす影響の季節性．第68回日本生理人類学会（金沢）2013年6月8日

巻嶋咲穂、Boonvist Supichaya、森川千絵、中山一大、岩本禎彦．新規肝臓脂質レ
ベル調節分子の同定．第33回日本肥満学会（東京）2013年10月11-12日

Boonvisut Supichaya、巻嶋咲穂、森川千絵、中山一大、岩本禎彦．Functional
screening of NCAN-CILP2 region for the genes involved in plasma lipid
metabolism. 日本人類遺伝学会第58回大会（仙台）2013年11月20-23日

Boonvisut S, Makishima S, Watanabe K, Nakayama K, Iwamoto S: Functional fine mapping
of the genes involved in plasma lipid metabo- lism in the LD-block of NCAN/CILP2/PBX4
region. American Society of Human Genetics 64th Annual Meeting, San Diego, USA,
October 18-22, 2014

中山一大、大橋順、ムンフトルガ・ルハグワスレン、香川靖雄、宮下　洋、岩本禎
彦．多様な生活習慣をもつアジア・オセアニア人集団のゲノム情報の比較研究．日
本人類遺伝学会第59回大会（東京）2014年11月20日
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学会115

学会116

学会117

学会118

学会119

学会120

学会121

学会122

学会123

学会124

学会125

学会126

学会127
長嶋孝夫、岩本雅弘、釜田康行、永谷勝也、丸山暁人、本根杏子、室﨑貴勝、吉尾
卓、岡崎仁昭、簑田清次．リウマチ膠原病患者に発症したニューモシスチス肺炎43
例の臨床的検討．第111回日本内科学会講演会（東京）2014年4月12日

石井英輔、石澤彩子、釜田康行、永谷勝也、岩本雅弘、簑田清次．全身性エリテマ
トーデス治療中に痛風による多関節炎をきたした１例．第617回日本内科学会関東地
方会（東京)2015年9月12日

石澤彩子、秋山陽一郎、花井俊一朗、武田孝一、永谷勝也、岩本雅弘、簑田清次．
両側反回神経麻痺をきたした好酸球性多発血管炎性肉芽腫症の１例．第64回日本ア
レルギー学会学術大会（東京）2015年5月26日

石澤彩子、岩本雅弘、長嶋孝夫、永谷勝也、釜田康行、秋山陽一郎、本根杏子、丸
山暁人、室﨑貴勝、武田孝一、中村潤、簑田清次．当科入院中に転倒を経験したリ
ウマチ性疾患患者の特徴についての検討．第59回日本リウマチ学会総会・学術集会
（名古屋）2015年4月25日

花井俊一朗、秋山陽一郎、石澤彩子、武田孝一、永谷勝也、佐藤健夫、岩本雅弘、
簑田清次．頸部に限局した肉芽腫性血管炎に慢性好酸球性肺炎が続発した１例．第
59回日本リウマチ学会総会・学術集会（名古屋）2015年4月25日

秋山陽一郎、佐藤健夫、室﨑貴勝、永谷勝也、簑田清次．過去15年における関節リ
ウマチ患者に合併した感染症の予後因子と変化の検討．第59回日本リウマチ学会総
会・学術集会（名古屋）2015年4月24日

室﨑貴勝、佐藤健夫、秋山陽一郎、永谷勝也、簑田清次：赤血球内MTX-PG濃度とMTX
の有効性についての検討．第59回日本リウマチ学会総会・学術集会（名古屋）2015
年4月24日

佐藤健夫、室﨑貴勝、秋山陽一郎、永谷勝也、簑田清次：ANCAサブタイプに基づく
ANCA関連血管炎の呼吸器系病変の臨床像と臨床経過の比較．第59回日本リウマチ学
会総会・学術集会（名古屋）2015年4月23日

永谷勝也、室﨑貴勝、佐藤健夫、簑田清次．当施設におけるバイオフリー寛解40症
例の2年間の前向き観察研究．第59回日本リウマチ学会総会・学術集会（名古屋）
2015年4月23日

島菜月、長嶋孝夫、岩本雅弘、簑田清次：当院における巨細胞性動脈炎の臨床的特
徴．第59回日本リウマチ学会総会・学術集会（名古屋）2015年4月23日

Takahashi M, Yagyu H, Nagashima S, Oshiro T, Okada K, Osuga J, Goldberg IJ, Ishibashi S.
Macrophage Lipoprotein lipase modulates the development of atherosclerosis,but not
obesity.American Diabetes Association 72nd scientific sessions, Philadelphia, PA,USA, June
8-12, 2012

室﨑貴勝、石澤彩子、佐野照拡、釜田康行、岩本雅弘、簑田清次．著明な膝関節炎
とCRP高値、アルドラーゼ高値を伴った好酸球性血管浮腫の一例．第26回日本リウマ
チ学会関東支部学術集会（宇都宮）2015年12月5日

石澤彩子、室﨑貴勝、釜田康行、岩本雅弘、簑田清次．治療中に下肢虚血・壊死を
きたし緊急下肢切断術を施行したIgA血管炎の1例．第43回日本臨床免疫学会総会
（神戸）2015年10月22日

花井俊一朗、永谷勝也、秋山陽一郎、石澤彩子、長嶋孝夫佐藤健夫、岩本雅弘、簑
田清次．Sjogren症候群が疑われた竹節状声帯の一例．第43回日本臨床免疫学会総会
（神戸）2015年10月23日
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学会129

学会130

学会131

学会132

学会133

学会134

学会135

学会136

学会137

学会138

学会139

学会140

学会141

学会142

室﨑貴勝、佐藤健夫、秋山陽一郎、永谷勝也、簑田清次．当科でのANCA陽性患者の
臨床像の検討．第58回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）2014年4月25日

武田孝一、秋山陽一郎、中村潤、永谷勝也、長嶋孝夫、佐藤健夫、簑田清次．後天
性血友病Aを合併し後天性von Willebrand症候群も疑われたSLEの1例．第58回日本リ
ウマチ学会総会・学術集会（東京）2014年4月25日

花井俊一郎、佐藤健夫、武田孝一、永谷勝也、岩本雅弘、簑田清次．ミノサイクリ
ンによる薬剤誘発性ループスの１例．第58回日本リウマチ学会総会・学術集会（東
京）2014年4月25日

大舘花子、室﨑貴勝、丸山暁人、本根杏子、永谷勝也、簑田清次．関節リウマチと
酷似した症状を呈した先端巨大症の１例．第604回日本内科学会関東地方会（東京）
2014年3月8日

Yoshio T, Okamoto H, Kurasawa K, Dei Y, Hirohata S, Minota S. The presence of IgG-
immune complexes in the cerebrospinal fluids is associated with central neurocychiatric
manifestatin but not with intrathecal production of proimmflammatory cytokines/chemokines
such as interferon-α in systemic lupus erythematosus. ACR/ARHP 2013 Annual Meeting, San
Diego, California, October 28, 2013

釜田康行、長嶋孝夫、岩本雅弘、簑田清次．副腎皮質ステロイドが血清・関節液
MMP-3に与える影響．第26回日本アレルギー学会春季臨床大会（京都）2014年5月9日

長嶋孝夫、丸山暁人、中村潤、石澤彩子、室崎貴勝、秋山陽一郎、釜田康行、永谷
勝也、岩本雅弘、吉尾卓、岡崎仁昭、簑田清次．炎症性筋疾患の関節症状と自己抗
体との関係.第63回日本アレルギー学会秋季学術大会（東京）2013年11月28日

Murosaki T, Sato T, Akiyama Y, Nagatani K, Minota S. Clinical Characteristics of Japanese
Patients with Anti-Neutrophil Cytoplasmic Antibody: Comparison between Antibody to
Myeloperoxidase and Proteinase 3.9th International Congress on Autoimmunity 2014, Nice,
France, March 29, 2014

Akiyama Y, Sato T, Murosaki T, Nagatani K, Minota S. Changes in the Type and Prognosis
of Infectious Complications in Patients with Rheumatoid Arthritis in the Last 15 years in
Japan. ACR 2014 Annual Meeting, Boston, Massachusetts, November 17, 2014

Murosaki T, SatoT, Akiyama Y, Nagatani K, Minota S. Clinical Characteristics of Japanese
Patients with Anti-Neutrophil Cytoplasmic Antibody: Comparison between Antibody to
Myeloperoxidase and Proteinase 3. ACR 2014 Annual Meeting, Boston, Massachusetts,
November, 17, 2014

中村潤、丸山暁人、花井俊一朗、石澤彩子、室﨑貴勝、釜田康行、本根杏子、佐藤
健夫、長嶋孝夫、岩本雅弘、永谷勝也、簑田清次．難治性心膜炎に対してコルヒチ
ンが有効であった混合性結合組織病の１例．第25回日本リウマチ学会関東支部学術
集会（横浜）2014年12月14日

井元和代、室﨑貴勝、小川真由子、武田孝一、秋山陽一郎、永谷勝也、岩本雅弘、
簑田清次．乾癬性関節炎に合併したSLEの１例．第608回日本内科学会関東地方会
（東京）2014年9月13日

丸山暁人、長嶋孝夫、室﨑貴勝、釜田康行、永谷勝也、吉尾卓、岡崎仁昭、岩本雅
弘、簑田清次．急性膵炎を合併したSLEの3例．第42回日本臨床免疫学会（東京）
2014年9月26日

秋山陽一郎、長嶋孝夫、石澤彩子、室﨑貴勝、丸山暁人、本根杏子、釜田康行、岩
本雅弘、簑田清次．抗PL-12抗体陽性患者5例の臨床的検討．第58回日本リウマチ学
会総会・学術集会（東京）2014年4月26日

長嶋孝夫、釜田康行、丸山暁人、室﨑貴勝、永谷勝也、本根杏子、石澤彩子、中村
潤、秋山陽一郎、吉尾卓、岩本雅弘、岡崎仁昭、簑田清次．皮膚潰瘍を生じた皮膚
筋炎の臨床的特徴．第58回日本リウマチ学会総会・学術大会（東京）2014年4月25日
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学会147

学会148

学会149

学会150

学会151

学会152

学会153
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（部門名）産科学部門

通し番号

学会155

学会156

室崎貴勝、永谷勝也、簑田清次．β-D-グルカン陽性関節リウマチ患者に対するTNF
阻害薬の使用経験．第57回日本リウマチ学会総会・学術集会（京都）2013年4月20日

馬場洋介、松原茂樹、鈴木寛正、高橋宏典、薄井里英、大口昭英、鈴木光明．前置
胎盤におけるTransplacental approachと新生児貧血の関連．第67回日本産科婦人科
学会（横浜）2015年4月11日（日本産科婦人科学会誌2015;67:798）

平嶋周子、大口昭英、高橋佳代、鈴木寛正、松原茂樹、鈴木光明．妊娠中期、後期
前半の胎盤成長因子濃度とその後のSGA児及びsmall placenta発生との関連．第67回
日本産科婦人科学会（横浜）2015年4月10日（日本産科婦人科学会誌2015;67:509）

Nakamura J, Nagashima T, Nagatani K, Yoshio T, Iwamoto Y, Minota S: Incidence of
hepatitis B virus reactivation in patients with rheumatoid arthritis during treatment with
biologics.ACR/ARHP 2013 Annual Meeting,San Diego, California, October 28, 2013

室崎貴勝、秋山陽一郎、永谷勝也、渡部貴裕、長嶋孝夫、簑田清次．肺高血圧症と
SLE様の所見を伴った、原発性Sjögren症候群合併Basedow病の一例．第22回日本
シェーグレン症候群学会学術集会（大阪）2013年9月14日

釜田康行、簑田清次．副腎皮質ステロイドによる膠原病合併症肺高血圧症の治療．
第2回日本肺循環学会学術集会（東京）2013年6月22日

西村貴裕、皆方大佑、中村潤、室﨑貴勝、釜田康行、長嶋孝夫、金井信
簑田清次．強皮症の経過中に半月体形成性糸球体腎炎を合併した１例．第596回日本
内科学会関東地方会（東京）2013年5月11日

中村潤、秋山陽一郎、上田佳孝、永谷勝也、長嶋孝夫、岩本雅弘、簑田清次．血清
TARC高値であったnon-episodic angloedema with eosinophiliaの1例．第25回日本
アレルギー学会春季臨床大会（横浜）2013年5月11日

長嶋孝夫、永谷勝也、釜田康行、丸山暁人、本根杏子、室崎貴勝、岩本雅弘、吉尾
卓、岡崎仁昭、簑田清次．4種類の生物学的製剤による関節リウマチの治療効果・1
年継続率の比較．第110回日本内科学会総会・講演会（東京）2013年4月14日

本根杏子、岩本雅弘、櫻井武男、磯武信、簑田清次．関節リウマチにおけるTNF阻害
薬有効性の予測のためのGWAS解析．第57回日本リウマチ学会総会・学術集会（京
都）2013年4月18日

石澤彩子、中村潤、室崎貴勝、池ノ谷紘平、丸山暁人、本根杏子、秋山陽一郎、釜
田康行、永谷勝也、長嶋孝夫、岡崎仁昭、吉尾卓、岩本雅弘、簑田清次．関節リウ
マチ患者の疾患活動性に関する予後予測因子の検討．第57回日本リウマチ学会総
会・学術集会（京都）2013年4月19日

長嶋孝夫、永谷勝也、岩本雅弘、丸山暁人、本根杏子、室崎貴勝、釜田康行、吉尾
卓、岡崎仁昭、簑田清次．エタネルセプト減量とその後の治療効果について．第57
回日本リウマチ学会総会・学術集会（京都）2013年4月19日

中村潤、長嶋孝夫、永谷勝也、吉尾卓、岩本雅弘、簑田清次．Ｂ型肝炎ウイルス既
感染関節リウマチ患者への生物学的製剤投与と再活性化．第63回日本アレルギー学
会秋季学術大会（東京）2013年11月28日

丸山暁人，長嶋孝夫，石澤彩子，室崎貴勝，本根杏子，釜田康行，永谷勝也，吉尾
卓，岡崎仁昭，岩本雅弘，簑田清次．当科におけるループス腸炎の臨床的検討．第
41回日本臨床免疫学会総会（下関）2013年11月28日
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学会158

学会159

学会160

学会161

学会162

学会163

学会164

学会165

学会166

学会167

学会168

小川正樹、松田義雄、中井章人、林昌子、佐藤昌司、松原茂樹．出生児体重/胎盤重
量比に関する研究：在胎週数別曲線の作成．第67回日本産科婦人科学会（横浜）
2015年4月10日（日本産科婦人科学会誌2015;67:633）

佐野実穂、鈴木寛正、薄井里英、桑田円、横山端浩、堀江健司、高橋宏典、馬場洋
介、大口昭英、松原茂樹．リトドリンの有害事象—心房細動（症例報告）．第40回栃
木県母性衛生学会（栃木）2015年6月27日

猿山美幸、大口昭英、高橋佳代、大丸貴子、平嶋周子、鈴木寛正、松原茂樹、鈴木
光明．家庭血圧測定における変曲点の在胎週数、血圧レベル、及び、その後2週間の
血圧増加速度を用いた妊娠高血圧腎症並びに妊娠高血圧の発症予知．第67回日本産
科婦人科学会（横浜）2015年4月12日（日本産科婦人科学会誌2015;67:922）

鈴木寛正、平嶋周子、大口昭英、高橋佳代、永山志穂、高橋宏典、猿山美幸、薄井
里英、松原茂樹、鈴木光明．妊娠中期の血清galectin-1低値と、妊娠高血圧腎症及
び妊娠高血圧の発症リスク．第67回日本産科婦人科学会（横浜）2015年4月12日（日
本産科婦人科学会誌2015;67:912）

高橋宏典、松原茂樹、大口昭英、薄井里英、桑田知之、馬場洋介、鈴木寛正、瀧澤
俊広、鈴木光明．妊娠初期栄養膜細胞におけるa Disintegrin and
Metalloproteinase(ADAM)ファミリーの発現：絨毛外栄養膜細胞浸潤へのADAM関与可
能性．第67回日本産科婦人科学会（横浜）2015年4月10日（日本産科婦人科学会誌
2015;67:508）

山口順子、高橋宏典、桑田知之、松原茂樹．胎児異常などを指摘された妊婦さんへ
のメンタルヘルス支援—自治医大附属病院における取り組み-．第12回周産期メンタ
ルヘルスケア学会（下野）2015年10月31日

Ohkuchi A, HIrashima C, Saruyama M, Takahashi K, Ohmaru T, Suzuki H, Matsubara S,
Suzuki M. Prediction of preeclampsia using angiogenesis-reltaed factors or home blood
pressure monitoring. Workshop on the 46th International Congress on Pathophysiology of
Pregnancy. September 19, 2014. Tokyo (Keio Plaza Hotel) (Hypertension research in
pregnancy 2014; 2:70-71)

平嶋洋斗、竹井裕二、馬場洋介、猿山美幸、高橋詳史、町田静生、種市明代、藤原
寛行、松原茂樹．子宮筋腫核出術後に未破裂で発見された子宮動脈仮性動脈瘤　—症
例報告—．第130回関東連合産婦人科学会（幕張）2015年10月25日（関東産婦誌
2015;52:491）

木村円、鈴木寛正、大口昭英、森沢宏行、小古山学、馬場洋介、高橋宏典、廣瀬典
子、猿山美幸、薄井里英、松原茂樹．子宮内反整復後の弛緩出血に対するMY縫合
+Bakri バルーン（MY-sandwich ）：症例報告．第129回関東連合産婦人科学会（東
京）2015年6月7日（関東連合産婦人科会誌2015;52:291）

小林真実、廣瀬典子、大口昭英、大丸貴子、松原茂樹、鈴木光明．妊娠高血圧腎症
における赤血球膜脂肪酸組成中の飽和、一価不飽和、ω-3脂肪酸比率．第67回日本
産科婦人科学会（横浜）2015年4月12日（日本産科婦人科学会誌2015;67:913）

永山志穂、高橋佳代、大口昭英、平嶋周子、猿山美幸、鈴木寛正、松原茂樹、鈴木
光明．糖尿病家族歴と妊娠糖尿病、妊娠高血圧あるいは妊娠高血圧腎症発症との関
係．第67回日本産科婦人科学会（横浜）2015年4月10日（日本産科婦人科学会誌
2015;67:622）

永山志穂、高橋佳代、大口昭英、平嶋周子、猿山美幸、鈴木寛正、松原茂樹．糖尿
病家族歴、高血圧家族歴の妊娠糖尿病、妊娠高血圧、及び、妊娠高血圧腎症発症に
及ぼす影響：多変量解析．第39回日本産婦人科栄養・代謝研究会（同抄録p15）．
（東京）2015年8月22日
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桑田知之、市塚清健、名取道也、前山朝子、松原茂樹、鈴木光明．経腟プローブHPV
汚染：現状と対策．第66回日本産婦人科学会総会（東京）2014年4月19日（日本産科
婦人科学会雑誌2014;66:670）

永山志穂、桑田知之、堀江健司、薄井里英、大口昭英、松原茂樹、鈴木光明．子宮
動脈と卵巣動脈との両者塞栓を要した仮性動脈瘤．第66回日本産婦人科学会総会
（東京）2014年4月19日（日本産科婦人科学会雑誌2014;66:697）

柴山幸奈、中野理恵、渡部睦美、松本美智子、山口順子、渡辺道子、桑田知之、松
原茂樹、甲斐君枝、渡邉亮一．安静の違いによる妊婦の重心動揺の比較—切迫早産治
療後の転倒予防の援助—．第39回栃木県母性衛生学会総会（栃木）2014年6月28日

馬場洋介、松原茂樹、桑田知之、大口昭英、薄井里英、猿山美幸、鈴木光明．子宮
動脈仮性動脈瘤は無侵襲的な分娩・流産後にも発症する：22例の検討．第66回日本
産婦人科学会総会（東京）2014年4月20日（日本産科婦人科学会雑誌2014;66:801）

馬場洋介、高橋宏典、大橋麻衣、齋藤こよみ、薄井里英、桑田知之、大口昭英、松
原茂樹、鈴木光明．MD双胎1児死亡後の生存児脳形態異常：妊娠8週での1児死亡後に
認められた変化．第80回栃木県産婦人科科学会（宇都宮）2014年9月7日

堀江健司、永山志穂、薄井里英、大口昭英、神谷千津子、小森咲子、松原茂樹、鈴
木光明．QT延長症候群合併妊娠において胎児心磁図により先天性QT延長症候群が予
測出来た1例．第127回関東連合産婦人科学会総会（東京）2014年6月22日（関東連合
産科婦人科学会雑誌2014;51:267）

堀江健司、大口昭英、馬場洋介、鈴木寛正、桑田知之、薄井里英、松原茂樹、鈴木
光明．切迫早産妊婦におけるリトドリンの副反応に対するイソクスプリンの効果．
第66回日本産婦人科学会総会（東京）2014年4月20日（日本産科婦人科学会雑誌
2014;66:780）

今井賢、永山志穂、堀江健司、鈴木寛正、桑田知之、薄井里英、大口昭英、松原茂
樹、鈴木光明．重症妊娠悪阻を契機に発見された汎血球減少症、真性甲状腺機能亢
進症．第66回日本産婦人科学会総会（東京）2014年4月20日（日本産科婦人科学会雑
誌2014;66:809）

岩下あゆみ、馬場洋介、平嶋洋斗、佐藤尚人、高橋詳史、木村円、薄井里英、大口
昭英、松原茂樹、鈴木光明．重症妊娠悪阻：腎不全・呼吸停止を示した症例．第80
回栃木県産婦人科科学会（宇都宮）2014年9月7日

高橋宏典、弓削主哉、松原茂樹、大口昭英、桑田知之、薄井里英、松本久宣、佐藤
幸保、藤原浩、岡本愛光、瀧澤俊広、鈴木光明．CD44を介した絨毛外栄養細胞の浸
潤調節機構の解明．第66回日本産婦人科学会総会（東京）2014年4月18日（日本産科
婦人科学会雑誌2014;66:433）

神戸沙織、弓削主哉、石田洋一、大口昭英、松原茂樹、鈴木光明、齋藤滋、瀧澤俊
広、竹下俊行．ヒト胎盤特異的マイクロRNAはエクソソームを介して母体免疫細胞の
遺伝子発現を修飾している．第66回日本産婦人科学会総会（東京）2014年4月18日
（日本産科婦人科学会雑誌2014;66:435）

小林真実、高橋佳代、大口昭英、鈴木寛正、有賀治子、廣瀬典子、平嶋周子、松原
茂樹、鈴木光明．妊娠高血圧症候群既往歴は、血圧高値と子宮動脈血流速度異常と
は独立した妊娠高血圧腎症の危険因子である．第66回日本産婦人科学会総会（東
京）2014年4月19日（日本産科婦人科学会雑誌2014;66:678）

Saruyama M, Ohkuchi A, Takahashi K, Ohmaru T, Hirashima C, Suzuki H, Matsubara S,
Suzuki M. The existence of inflection point in home blood pressure monitoring at earlier
gestational weeks in preeclampsia and gestational hypertension. 46th International Congress
on Pathophysiology of Pregnancy. September 19, 2014, (Tokyo) (Hypertension research in
pregnancy 2014; 2:89)

安倍まさき、高橋詳史、薄井里英、大口昭英、松原茂樹、鈴木光明．妊娠27週で早
産した母児リステリア症．第8回日本早産予防研究会（栃木）2014年11月15日
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学会194
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神戸沙織、吉武　洋、石田洋一、瀧澤敬美、大口昭英、松原茂樹、鈴木光明、竹下
俊行、齋藤　滋、瀧澤俊広．エクソソームを介した胎盤特異的マイクロRNAによる胎
盤免疫細胞間情報伝達機構．第31回日本胎盤学会（名古屋）2013年10月26日

小林真実、桑田知之、廣瀬典子、薄井里英、大口昭英、松原茂樹、鈴木光明．産科
疾患への血管内治療の有効性：当院6年37症例の経験．第65回日本産科婦人科学会総
会（札幌）2013年5月11日（日本産科婦人科学会雑誌2013;65:766）

桑田知之、松原茂樹. 羊水中に浮かんで見える１本の血管から　卵膜付着と
Mangrove sign.日本超音波医学会第86回学術集会（大阪）2013年5月24日

桑田知之、松原茂樹、廣瀬典子、小林真実、橘　直之、向田幸子、薄井里英、大口
昭英、谷野　均、鈴木光明．前置胎盤術後出血に対する新規手術法（M-Y
（Matsubara-Yano）sandwich法）の考案．第65回日本産科婦人科学会総会（札幌）
2013年5月11日（日本産科婦人科学会雑誌2013;65:830）

桑田知之、高橋宏典、猿山美幸、薄井里英、大口昭英、松原茂樹、鈴木光明. 超音
波カラードプラ法を用いたPMD（間葉性異形成胎盤）の診断：症例報告
 第49回日本周産期新生児医学会学術集会（横浜）2013年7月15日（日本周産期新生
児医学会誌2013;49:686）

松原茂樹. key note speaker:帝王切開時大出血への新規対抗策　-MY sutureとMY
sandwich- シンポジウム　「母児安全のための帝王切開の工夫」第36回日本産婦人
科手術学会（東京）2013年9月28日（講演抄録集78）

永島友美、溝口由香子、斎藤こよみ、廣瀬典子、薄井里英、桑田知之、大口昭英、
松原茂樹、鈴木光明．妊婦の胆のう炎：胆のう切除を要した例．第77回栃木県産科
婦人科学会（宇都宮）2013年1月27日

大口昭英、堀江健司、鈴木寛正、桑田知之、薄井里英、松原茂樹、鈴木光明．塩酸
リトドリンの副反応とその対応について．第7回日本早産予防研究会学術集会（東
京）2013年11月23日

渡辺尚、木村円、内田真一郎、田中均、高橋詳史、薄井里英、松原茂樹．当科にお
ける開腹術後の静脈血栓予防．第24回日本産婦人科新生児血液学会（横浜）2014年6
月13日

有賀治子、高橋佳代、大口昭英、永山志穂、桑田知之、相原敏則、前田貢作、小野
滋、谷口周平、河田浩敏、松原茂樹、鈴木光明．胎児腎上部嚢胞性腫瘤の2例．126
回関東連合産婦人科学会（浜松）2013年10月27日

馬場洋介、松原茂樹、桑田知之、薄井里英、大口昭英、鈴木光明. 前壁付着の前置
胎盤は帝切時大出血の独立危険因子である. 第49回日本周産期新生児医学会学術集
会（横浜）2013年7月15日（日本周産期新生児医学会誌2013;49:688）

平嶋洋斗、鈴木寛正、戸代原加奈、薄井里英、桑田知之、大口昭英、松原茂樹、鈴
木光明．帝王切開後膿瘍へのドレナージのタイミング：症例報告．第38回栃木県母
性衛生学会総会（宇都宮）2013年7月2日

廣瀬典子、桑田知之、小林真実、薄井里英、大口昭英、松原茂樹、鈴木光明．産褥
子宮摘出術14例（4年）の検討．第65回日本産科婦人科学会総会（札幌）2013年5月
11日（日本産科婦人科学会雑誌2013;65:767）

神戸沙織、吉武　洋、石田洋一、大口昭英、松原茂樹、鈴木光明、齋藤　滋、瀧澤
俊広、竹下俊行．妊娠末梢血natural killer細胞における胎盤特異的マイクロRNA標
的遺伝子候補の検索．第65回日本産科婦人科学会総会（札幌）2013年5月12日（日本
産科婦人科学会雑誌2013;65:849）



学会197

学会198

学会199

学会200

学会201

学会202

学会203

学会204

学会205

学会206

（部門名）眼科学

通し番号

＊学会207
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坂本晋一、高橋秀徳、富永聡子、佐藤彩、竹澤美貴子、井上裕治、藤野雄次郎、田
邊樹郎、川島秀俊．滲出型加齢黄斑変性の視力良好例に対するアフリベルセプト計
画的投与．第54回日本網膜硝子体学会総会（東京）2015年12月4-6日

添田めぐみ、新井悠介、高橋秀徳、井上裕治、藤野雄次郎、田邊樹郎、川島秀俊．
硝子体側に血管進展があり硝子体出血を繰り返すRetinalastrocytic hamartomaの特
殊例．第69回日本臨床眼科学会（名古屋）2015年10月22-25日

齋藤こよみ、高橋宏典、薄井里英、鈴木はる奈、永島友美、桑田知之、大口昭英、
松原茂樹、鈴木光明．肺動静脈瘻治療後に良好な転帰をとった遺伝性出血性毛細血
管拡張症合併妊娠．第125回関東産科婦人科学会（東京）2013年6月16日（関東産科
婦人科学会雑誌2013;50:341）

猿山美幸、大口昭英、平嶋周子、高橋佳代、鈴木寛正、大丸貴子、有賀治子、桑田
知之、薄井里英、松原茂樹、鈴木光明．妊娠初期に高血圧と診断された妊婦では、
約半数が分娩時高血圧を呈する．第65回日本産科婦人科学会総会（札幌）2013年5月
10日（日本産科婦人科学会雑誌2013;65:617）

猿山美幸、桑田知之、鈴木寛正、高橋宏典、馬場洋介、薄井里英、大口昭英、松原
茂樹、鈴木光明. 無症候性の産褥子宮内仮性動脈瘤：１ヶ月健診時診断の重要性.
第49回日本周産期新生児医学会学術集会（横浜）2013年7月16日（日本周産期新生児
医学会誌2013;49:733）

鈴木寛正、桑田知之、高橋宏典、廣瀬典子、薄井里英、大口昭英、松原茂樹、鈴木
光明. 双胎１児の胎動消失感：急速発症TTTSによる胎児機能不全（症例報告）． 第
49回日本周産期新生児医学会学術集会（横浜）2013年7月15日（日本周産期新生児医
学会誌 2013; 49: 652）

高橋宏典、吉武　洋、松原茂樹、大口昭英、桑田知之、薄井里英、岡本愛光、鈴木
光明、瀧澤俊広．CD44による絨毛外栄養細胞の浸潤機構：WNTシグナルによる促進．
第31回日本胎盤学会（名古屋）2013年10月26日

高橋宏典、菊池邦正、大口昭英、松原茂樹、桑田知之、薄井里英、松本久宣、佐藤
幸保、藤原　浩、岡本愛光、瀧澤俊広、鈴木光明．MicroRNAを介した絨毛栄養膜細
胞による絨毛外栄養膜細胞の浸潤制御．第65回日本産科婦人科学会総会（札幌）
2013年5月10日（日本産科婦人科学会雑誌2013;65:514）

高橋詳史、渡辺尚、木村円、田中均、藤原寛行、松原茂樹、鈴木光明．血清が茶褐
色を呈した内膜症嚢胞破裂の１例．第125回関東産科婦人科学会（東京）2013年6月
16日（関東産科婦人科学会雑誌2013;50:365）

内田真一郎、鈴木寛正、佐藤尚人、昇　千穂美、町田静生、桑田知之、薄井里英、
大口昭英、松原茂樹、鈴木光明、木村孔三. 卵巣過剰刺激症候群を発症した胞状奇
胎. 第78回栃木県産科婦人科学会学術講演会（宇都宮）2013年9月1日

葭葉貴弘、大口昭英、斉藤こよみ、馬場洋介、渡辺　尚、桑田知之、薄井里英、松
原茂樹、鈴木光明．産科異常出血に関する分娩様式別のリスク因子：6126例の多変
量解析．第65回日本産科婦人科学会総会（札幌）2013年5月11日（日本産科婦人科学
会雑誌2013;65:764）

大丸貴子、大口昭英、高橋佳代、猿山美幸、鈴木寛正、平嶋周子、桑田知之、薄井
里英、松原茂樹、鈴木光明．妊娠初期の外来血圧第1回目、2回目、3回目測定値を用
いた妊娠高血圧症候群発症予知．第65回日本産科婦人科学会総会（札幌）2013年5月
10日（日本産科婦人科学会雑誌2013;65:617）
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Sakamoto S, Takahashi H, Tan X, Nomura Y, Iriyama A, Fujino Y, Sato A, Takezawa M,
Kawashima H, Yanagi Y: Changes in the concentrations of various cytokines in the anterior
chamber at the induction phase of ranibizumab treatment in age-related macular degeneration.
The Association for Research in Vision and Ophthalmology, Orlando, Florida, May 4-8, 2014

Sakamoto S, Takahashi H, Fujino Y, Yanagi Y, Kawashima H: Two age-related macular
degeneration patients whose choroidal thickness has decreased rapidly before polypoid
leseion appeared. The World Ophthalmology Congress, Tokyo, Japan, April 2-6, 2014

大河原百合子、高橋秀徳、佐藤幸裕．増殖硝子体網膜症に対する硝子体手術後の血
管新生緑内障．第118回日本眼科学会総会（東京）2014年4月2-6日

Takahashi H, Hayashi T, Tsuneoka H, Fujino Y, Yoshimoto M, Kawashima H: Occult
Macular Dystrophy With Bilateral Chronic Subfoveal Serous Retinal Detachment. 第52回日

本網膜硝子体学会総会 The 8th Congress of Asia Pacific Vitreo-retina Society, Nagoya,
Japan, Dec 6-8, 2013

坂本晋一、新井悠介、高橋秀徳、藤野雄次郎、小畑亮、柳靖雄、川島秀俊．ラニビ
ズマブ頻回投与中に脈絡膜が著明に菲薄化した1例．第30回日本眼循環学会（東京）
2013年7月19-20日

Takahashi H, Tan X, Nomura Y, Iriyama A, Fujino Y, Okubo Y, Sato A, Takezawa M,
Kawashima H, Yanagi Y: Associations between Posterior Vitreous Detachment and
Concentrations of Various Cytokines in Eyes with Age-related Macular Degeneration and
Normal Control Eyes. The Association for Research in Vision and Ophthalmology, Seattle,
Washington, May 5-9, 2013

高橋秀徳、譚雪、柳靖雄、野村陽子、藤村茂人、川島秀俊．加齢黄斑変性および正
常対象眼における後部硝子体剥離と各種サイトカイン濃度の関連．第117回日本眼科
学会総会（東京）2013年4月4～7日

Inoda S, Takahashi H, Tan X, Kakinuma N, Nomura Y, Sakamoto S, Arai Y, Fujino Y,
Kawashima H, Yanagi Y: Aqueous humor inflammatory cytokine levels in chronic retinal
vein occlusion. The Association for Research in Vision and Ophthalmology, Denver,
Colorado, May 4-8, 2015

伊野田悟、高橋秀徳、譚雪、垣沼奈津子、野村陽子、坂本晋一、新井悠介、富永聡
子、佐藤彩、藤野雄次郎、川島秀俊、柳靖雄．網膜静脈閉塞症慢性期における前房
中炎症性サイトカイン濃度．第119回日本眼科学会総会（札幌）2015年4月16-19日

高橋秀徳、坂本晋一、垣沼奈津子、富永聡子、佐藤彩、竹澤美貴子、斎藤由香、斎
藤信一郎、新井悠介、藤野雄次郎、川島秀俊、柳靖雄．滲出型加齢黄斑変性に対す
る抗血管内皮増殖因子療法中の過度な網膜菲薄化と視力低下．第119回日本眼科学会
総会（札幌）2015年4月16-19日

嘉村由美、中島基宏、大河原百合子、高橋秀徳、佐藤幸裕．増殖硝子体網膜症に対
する硝子体手術の合併症－２０ゲージと２３ゲージの比較－．第119回日本眼科学会
総会（札幌）2015年4月16-19日

反保宏信、大河原百合子、高橋秀徳、佐藤幸裕：糖尿病患者の眼底スクリーニング
―散瞳2方向と4方向カラー撮影の比較．第20回日本糖尿病眼学会総会（東京）2015
年3月6-8日

高橋秀徳、譚雪、垣沼奈津子、坂本晋一、野村陽子、藤野雄次郎、新井悠介、佐藤
彩、竹澤美貴子、川島秀俊、青木彩、柳靖雄．滲出型加齢黄斑変性における炎症系
サイトカイン前房中濃度と治療予後の関連．第68回日本臨床眼科学会（神戸）2014
年11月13-16日
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遠藤 仁司、山本 智、長尾 泰光、黒岩 憲二、市田 勝、冨永 薫．Rapid selection
of XO embryonic stem cells using Y chromosome-linked GFP transgenic mice.
第38回日本分子生物学会年回．第88回日本生化学会大会合同年会（神戸）2015年12
月1-4日（プログラム集p. 4274-5）

益子 貴史、坂下 英司、笠嶋 克巳、黒岩 憲二、冨永 薫、松浦 徹、遠藤 仁司．発
生段階特異的RNA結合蛋白質Drb1の細胞質封入体形成機構の
解析. 第38回日本分子生物学会年回．第88回日本生化学会大会合同年会（神戸）
2015年12月1-4日（プログラム集p. 4552-4553）

多胡憲治．ST2遺伝子産物 (IL1RL1) の機能解析の近況．奈良先端科学技術大学院大
学異分野融合ワークショップ「生体における情報伝達制御システムの破綻と疾患」
（奈良）2015年12月11-12日

多胡憲治、多胡めぐみ、太田聡、松儀実広、柳澤健．新規IL-33シグナル調節蛋白質
IFITM3の同定．第88回日本生化学会大会・第38回日本分子生物学会年会（神戸）
2015年12月1-4日

益子貴史, 坂下英司, 笠嶋克巳, 遠藤仁司．発生段階特異的 RNA 結合蛋白質 Drb1
の細胞内局在性の解析 第15回日本RNA学会年会（松山）2013年7月24-26日 (要旨集
P-99)

笠嶋克巳、冨永薫、遠藤仁司．TFAMによるミトコンドリアゲノム分配機構の解析.
第86回日本生化学会年会（横浜）2013年9月11-13日（プログラム集p. 142）

Kasashima, K., Sumitani, M., and Endo, H. Molecular mechanism of TFAM-regulated
mitochondrial DNA/nucleoid distribution. The 4th International Symposium on Dynamics of
Mitochondria, Okinawa, Japan, October 28 – November 1, 2013, Abstract book p. 156

長尾 恭光、堀居 拓郎、太田 恵理子、小薬 清美、笠嶋 克己、畑田 出穂、徳永 智
也、今井 裕、國田 智、遠藤 仁司．培養時間とマウス精子ミトコンドリアＤＮＡ量
の関係　第60 回日本実験動物学会総会（筑波）2013年5月15-17日 (O-44)

宮田五月、五味 玲、山口 崇、遠藤仁司、卜部匡司、小沢敬也、渡辺英寿．変異
型IDHグリオーマにおける網羅的代謝解析：新規バイオマーカー検出の可能性．第14
回日本分子脳神経外科学会（横浜）2013年10月18−19日

益子貴史、坂下英司、笠嶋克巳、冨永薫、松浦徹、遠藤仁司．発生段階特異的RNA結
合蛋白質Drb1の細胞内局在と細胞質凝集体形成能の解析．第16回日本RNA学会年会
（名古屋）2014年7月23-25日（要旨集P-63）

笠嶋克巳、遠藤仁司．ミトコンドリア内におけるTFAM間相互作用に必要なドメイン
の同定. 第87回日本生化学会年会（京都）2014年10月15-18日（プログラム集p.
149）

長尾恭光、戸塚義和、堀井拓郎、守谷尚倫、小薬清美、畑田出穂、徳永智也、花園
豊、國田智、今井裕、遠藤仁司。インジェクション法によるMus spretusテトラプロ
イドキメラマウスの作製．第61回日本実験動物学会総会（札幌）平成26年5月15-17
日

笠嶋克巳、遠藤仁司．TFAMによるミトコンドリアDNA動態調節機構の解析. 第38回に
本分子生物学会年回．第88回日本生化学会大会合同年会（神戸）2015年12月1-4日
（プログラム集p. 859）

坂下英司, 笠嶋克巳, 遠藤仁司．F1γ の酸性pH誘導による選択的スプライシング調
節 第15回日本RNA学会年会（松山）2013年7月24-26日 (要旨集P-54)
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小柳貴裕、嵯峨泰、高橋詳史、佐藤尚人、町田静生、種市明代、竹井祐二、藤原寛
行、鈴木光明．新規血管新生調節因子バゾヒビン2中和抗体の開発と卵巣癌治療応用
へ向けた基礎研究. 第66回日本産科婦人科学会総会（東京）2014年4月18-20日

多胡憲治、多胡めぐみ、太田聡、松儀実広、柳澤健．がん化型Ras変異体が誘起する
発がんシグナルはTNFαによるNF-ĸBの活性化を増強する．第86回日本生化学会大会
（横浜）2013年9月11-13日

Matsubara D, Ibrahim R, Osman W, Goto A, Morikawa T, Morita S, Ishikawa S, Aburatani H,
Fukayama M, Niki T, Murakami Y. Expression of PRMT5 in lung adenocarcinoma and its
significance in epithelial-mesenchymal transition. Annual Meeting of American Association
for Cancer Research, San Diego, April 5-9, 2014.
Ui T, Morishima K, Saito S, Sakuma Y, Fujii H, Hosoya Y, Yasuda Y, Niki T. The HSP90
inhibitor 17-AAG improves chemoresistance of cisplatin-resistant esophageal squamous cell
carcinoma cell lines. Annual Meeting of American Association for Cancer Research, San
Diego, April 5-9, 2014.

佐久間裕司, 仁木利郎．EGFR遺伝子変異陽性肺癌に内在するZEB1発現細胞の研究．
第55回日本肺癌学会総会（京都）2014年11月14-16日

吉本多一郎，松原大祐，坂谷貴司，福嶋敬宜，仁木利郎．非小細胞肺がんにおける
クロマチンリモデリング因子 (BRG1, BRM, ARID1A, ARID1B, BAF47)の発現異常につ
いて．第73回日本癌学会総会（横浜）2014年9月25-27日

松原大祐，伊東剛，田中一大，森川鉄平，中島淳，仁木利郎．肺腺癌におけるYAP1
(a Hippo signalingにおける転写因子)の発現パターンと病理組織学的形態，予後と
の関連性について．第73回日本癌学会総会（横浜）2014年9月25-27日

Saga Y, Takahashi Y, Koyanagi T, Suzuki M, Sato Y: Suppression of ovarian cancer by
muscle-mediated expression of vasohibin-1 using adeno-associated virus serotype 1-derived
vector. 10th Vasohibin Meeting, Zao, Japan, January 10, 2015

多胡憲治．古典的Rasが誘起する発がんシグナル伝達系における新規Rasファミリー
の役割と古典的Rasによる転写因子NF-ĸB活性化促進の分子機構．奈良先端未来開拓
コロキウム「生体機能を司る細胞間ネットワーク制御機構の最前線」（奈良）2014
年12月18-19日

多胡憲治、多胡めぐみ、杉山直幸、伊東広、柳澤健．新規がん抑制遺伝子産物 TRB3
はĸB-RasのSUMO化を介してRas(G12V)の発がんシグナルを制御する.第37回日本分子
生物学会年会（横浜）2014年11月25-27日

多胡憲治、多胡めぐみ、太田聡、松儀実広、柳澤健．がん化型Ras変異体はNF-ĸBの
過剰な活性化を引き起こす．第87回日本生化学会大会（京都）2014年10月15-18日

多胡憲治．がん抑制遺伝子産物Arfはc-MycとDDX5により構成されるポジティブ
フィードバックループを抑制する．奈良先端未来開拓コロキウム「生体における恒
常性維持機構とその破綻による疾病」（奈良）2013年10月21-22日
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Kawakami K, Sugimoto H, Ikeda K: Atp1a3 heterozygous knoch-out mice show reduced
social interaction and lower rank in social dominance compared with wild type. 4th
Symposium on ATP1A3 in Disease, Washington, USA, August 27-29, 2015

Ikeda K, Kawakami K. Spontaneous dystonia in Atp1a3+/-. 4th Symposium on ATP1A3 in
Disease, Washington, USA, August 27-29, 2015

池田啓子、鬼丸洋、高橋将文、佐藤滋、川上潔．呼吸中枢神経系解析に有用なトラ
ンスジェニックラット. Neuroscience 2015（神戸）2015年7月28-30日

佐竹伸一郎、池田啓子、川上潔、井本敬二．Atp1a3+/-マウス小脳プルキンエ細胞に
おけるグルタミン酸輸送体電流の減弱. Neuroscience 2015（神戸）2015年7月28-30
日

杉本大樹、川上潔．ナトリウムポンプ(Atp1a3)は社会階層形成を制御する.
Neuroscience 2015（神戸）2015年7月28-30日

飯塚眞喜人、池田啓子、鬼丸洋、川上潔、泉﨑雅彦．新生ラット胸髄呼吸性介在
ニューロンにおけるグルタミン酸トランスポーターVGLUT1およびVGLUT2の発現.
Neuroscience 2015（神戸）2015年7月28-30日

小柳貴裕、嵯峨泰、高橋詳史、町田静生、種市明代、竹井祐二、藤原寛行、鈴木光
明．卵巣癌細胞が産生する新規血管新生調節因子Vasohibin‐2を標的とした治療法
の開発. 第52回日本臨床細胞学会秋期大会（大阪）2013年11月2-3日

嵯峨泰、高橋詳史、小柳貴裕、鈴木光明、佐藤靖史．Vasohibin-1は卵巣癌細胞のイ
ンドール酸素添加酵素発現の抑制を介して腫瘍免疫寛容を阻害する. 第9回
Vasohibin研究会（蔵王）2013年1月11-12日

小野公平、坂本博次、根本大樹、宮田康史、永山学、井野裕治、竹澤敬人、新畑博
英、三浦義正、林芳和、矢野智則、佐藤博之、砂田圭二郎、大澤博之、山本博徳．
（ポスターセッション6 ） 治療方針の決定に免疫染色が有用であった colitic
cancer の1例. 第11回日本消化管学会総会学術集会（東京）2015年2月13日

永山学、矢野智則、林芳和、沼尾規且、北村絢、井野裕治、竹澤敬人、新畑博英、
三浦義正、佐藤博之、坂本博次、砂田圭二郎、佐藤貴一、山本博徳、菅野健太郎．
（シンポジウム:クローン病難治例の診断と治療）クローン病の難治性腸狭窄に対す
るステロイド局注併用内視鏡的バルーン拡張術は安全で有効である. 第51回小腸研
究会（名古屋）　2013年11月19日

川上潔、矢嶋浩：．Six4/Six5二重変異は骨格筋再生を促進しmdxマウスの寿命をの
ばす. BMB2015 第38回日本分子生物学会年会　第88回日本生化学会大会　合同大会
（神戸）2015年12月1-4日

田中聡、山口泰華、藤本由佳、川上潔、西中村隆一．転写因子Six1とSix4は、生殖
巣を構成する体細胞と生殖細胞の前駆細胞形成を制御する. BMB2015 第38回日本分
子生物学会年会　第88回日本生化学会大会　合同大会（神戸）2015年12月1-4日
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池田啓子、川上潔．The focus of epilepsy in the brain of mice deficient of
Na-pump genes. 第119回日本解剖学会総会•全国学術集会（下野）2014年3月27-29日

川上潔．ナトリウムポンプの生体機能とナトリウムポンプ病の病態. 分子遺伝学シ
ンポジウム2014（京都）2014年3月1日

田中聡、藤本由佳、山口泰華、立花誠、金井克晃、諸橋憲一郎、川上潔、西中村隆
一： 転写因子Six1/Six4は、マウス生殖腺形成と雄性分化を制御する. 第36回日本
分子生物学会年会（神戸）2013年12月3-6日

Tanaka S, Yamauchi Y, Fujimoto Y, Kawakami K, Nishinakamura R: Six1 and Six4
homeodomain proteins regulate mouse primordial germ cell formation. 48th Annual Meeting
of the Japanese Society of Developmental Biologists, Tsukuba, Japan, June 2-5, 2015

Kawakami K, Ikeda K, Chiken S, Sugimoto H: Dystonia model mouse deficient od Na-pump
alpha3 subunit gene. Proceedings of the 120th  Annual Meeting of The Japanese Association
of Anatomists and the 92nd Annual Meeting of The Physiological Society of Japan, Kobe,
Japan, March 21-23, 2015
Onimaru H, Lin S, Tani M, Yazawa I, Ikeda K, Kawakami K: TRPA1 agonist,
cinnamaldehyde induced long-lasting facilitation of respiratory rhythm in the brainstem-spinal
cord preparation isolated from newborn rat and in the in situ perfused- preparation from
juvenile rat. Neuroscience2014, Washington,DC., USA, November 15-19, 2014

佐藤滋、矢嶋浩、川上潔．Six1遺伝子の感覚神経系における役割とその発現制御.
日本遺伝学会第86回大会（長浜）2014年9月17-19日

杉本大樹、川上潔．急性発症型ジストニアパーキンソニズム原因遺伝子(Atp1a3)欠
損マウスはスレス負荷により歩幅の減少をしめす. 第37回日本神経科学大会（横
浜）2014年9月11-13日

矢嶋浩、佐藤滋、川上潔: マウス髄内一次感覚神経様細胞の成り立ちから考える脊
椎動物一次感覚神経の進化. 日本動物学会第85回仙台大会（仙台）2014年9月11-13
日

Kawakami K, Satake S, Sugimoto H, Ikeda, K: Altered motor memory in behaviour and
electrorphysiological analyses in Atp1a3 heterozygous knockout mice. Third symposium
ATP1A3 in Disease, Lunteren, The Netherlands, August 29-31, 2014

Ikeda K, Chiken S, Nambu A, Sugimoto H, Kawakami K. Behavioral and electrophysiological
analyses of Atp1a3 knockout mice and implication for pathphysiology of dystonia. Third
symposium ATP1A3 in Disease Lunteren, The Netherlands, August 29-31, 2014

Ikeda K, Kawakami K. c-Fos expression in epilepsy-prone Atp1a2 and Atp1a3 knockout
mouse brains during development. 47th Annual Meeting for the Japanese Society of
Developmental Biologists, Nagoya, May 27-30, 2014

Kawasaki T, Takahashi M, Mori Y, Kawakami K. Role of Six1 for cell proliferation in the
periodontal ligament tissue. 48th Annual Meeting of the Japanese Society of Developmental
Biologists, Tsukuba, Japan, June 2-5, 2015

Yajima H, Sato S, Hayashi T, Takeuchi T, Kawakami K. A missing link in the evolution of
sensory architecture in craniates. 48th Annual Meeting of the Japanese Society of
Developmental Biologists, Tsukuba, Japan, June 2-5, 2015

Takahashi M, Kawakami K. Six4 and Six5 are required for ventral body wall closure and
morphogenesis of the primary body wall. 48th Annual Meeting of the Japanese Society of
Developmental Biologists, Tsukuba, Japan, June 2-5, 2015
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Kawakami K, Yajima H, Suzuki, M, Ochi H, Ikeda K, Sato S, Ogino H, Ueno, N: Role of Six1
in evolution of vertebrate primary sensory system. 46th Annual Meeting for the Japanese
Society of Developmental Biologists, Matsue, Japan, May 28-31, 2013

河野正太、阿部朋行、大貫貴広、花園豊．ブタに輸注したヒト血小板の体内動態．
第18回日本異種移植研究会（長崎）2016年2月20日

花園豊．自治医科大学におけるブタ利用研究．第3回日本先進医工学ブタ研究会(千
代田)　2015年10月16-17日

武石透輝、中野和明、浅野吉則、内倉鮎子、 畑江将太、福田暢、八島紗耶香、松成
ひとみ、渡邊將人、梅山一大、長屋昌樹、花園豊、長嶋比呂志．クサビラオレンジ
を全身性に発現するミニブタ系統の開発．第108回繁殖生物学会（宮崎）2015年9月
17-20日

中野和明、渡邊將人、松成ひとみ、内倉鮎子, 浅野吉則、武石透輝、畑江将太、高
草木大地、梅木育麿、福田暢、八島紗耶香、勝俣佑起、梅山一大、長屋昌樹、花園
豊、長嶋比呂志．胚盤胞補完法はIL2RG遺伝子ノックアウト免疫不全ブタの免疫細胞
を救済する．第108回繁殖生物学会（宮崎）2015年9月17-20日

福田暢、中野和明、浅野吉則、武石透輝、畑江将太、内倉鮎子、梅木育麿、笠井悠
里、勝俣佑起、八島紗耶香, 松成ひとみ、渡邊將人、梅山一大、長屋昌樹、花園
豊、長嶋比呂志．Gamete Intra Fallopian Transfer(GIFT)法による糖尿病発症ミニ
ブタの作出．第108回繁殖生物学会（宮崎）2015年9月17-20日

八島紗耶香、中野和明、浅野吉則、笠井悠里、勝俣佑起、福田暢、高草木大地、梅
木育麿、武石透輝、畑江将太、松成ひとみ、渡邊將人、梅山一大、長屋昌樹、花園
豊、長嶋比呂志．胚盤胞補完によって救済されたIL2RG遺伝子ノックアウトキメラブ
タは正常な繁殖能力を有する．第108回繁殖生物学会（宮崎）2015年9月17-20日

河野正太、菱川修司、阿部朋行、長田直希、國田智、花園豊．ブスルファンによる
血小板減少モデルブタの作出．第158回獣医学会学術集会（十和田）2015年9月7-9日

高橋将文、川上潔．Six4/Six5二重遺伝子変異マウスにおける臍帯ヘルニア発症機序
の解析. 第36回日本分子生物学会年会（神戸）2013年12月3-6日

Kawakami K, Ikeda K, Sugimoto H: Toward the understanding of Na-pump disease. The 10th
Nikko International Symposium 2013, Shimotsuke, Japan, October 17, 2013

Ikeda K, Satake S, Kawakami K. Increased inhibitory neurotransmission in the cerebellum of
the Atp1a3-deficient heterozygous mice. Second Symposium on ATP1A3 in disease, Rome,
Italy, September 23-24, 2013

Sugimoto H, Ikeda K, Kawakami K. Atp1a3-deficient heterozygous mice show shorter stride
and fall latency in hanging box in chronic stress condition. Second Symposium on ATP1A3 in
disease. Rome, Italy, September 23-24, 2013

Kawasaki T, Takahashi M, Kusama M, Kawakami K: Expression of Six1 in the periodontal
ligament and the origin of periodontal ligament stem cells. Gordon Research Conference
Neural Crest & Cranial Placodes, Easton, USA, July 21-26, 2013

佐竹伸一郎、池田啓子、川上潔、井本敬二： Atp1a3+/-マウス小脳皮質において登
上線維伝達物質のシナプス外拡散は強く抑制されている. Neuro2013（京都）2013年
6月20-23日
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阿部朋行、スブド・ビャンバー、 柳瀬公秀、 原明日香、長尾慶和、花園豊．
Hematopoietic Engraftment of Human iPS Cells in Sheep after in Utero Transplantation. 第
13回自治医科大学シンポジウム（下野）2014年9月5日

水上喜久、阿部朋行、柴田宏昭、牧村幸敏、藤城修平、柳瀬公秀、菱川修司、小林
英司、花園豊．Transplantation-related Immunity of Porcine Induced Pluripotent Stem Cells
in the MHC-matched Allogeneic Setting． 第13回自治医科大学シンポジウム（下野）
2014年9月5日

柳瀬公秀、 阿部朋行、 スブド・ビャンバー、 原明日香、 長尾慶和、 花園豊．ヒ
ツジにおけるヒト造血の生着促進技術の開発．第13回自治医科大学シンポジウム
（下野）2014年9月5日

武石透輝、中野和明、松成ひとみ、林田豪太、浅野吉則、内倉鮎子、畑江将太、大
海原雅人、渡邊將人、梅山一大、長屋昌樹、花園豊、長嶋比呂志．全身性にクサビ
ラオレンジを発現するミニブタ交雑種の開発．第107回日本繁殖生物学会（帯広）
2014年8月21-24日

中野和明、渡邊將人、松成ひとみ、小林美里奈、松村幸奈、坂井理恵子、倉本桃
子、林田豪太、浅野吉則、内倉鮎子、梅山一大、長屋昌樹、花園豊、長嶋比呂志．
ゲノム編集と体細胞クローニングによる免疫不全ブタの作出．第107回日本繁殖生物
学会大会（帯広）2014年8月21-24日

Urabe M, Abe T, Uchibori R, Tsukahara T, Kume A, Mizukami H, Hanazono Y, Ozawa K.
Re-evaluation of thymidine kinase mutants as a safety switch for iPS cells. The 21th Annual
Meeting of Japan Society of Gene Therapy, Osaka, July 24-26, 2015

渡邊將人、松成ひとみ、中野和明、梅山一大、長屋昌樹、宮川周士、花園豊、中内
啓光、長嶋比呂士．ゲノム編集を用いた遺伝子ノックアウトクローンブタの作出効
率．日本動物細胞工学会2015年度大会（青葉）2015年7月9-10日

阿部朋行、長尾慶和、原明日香、スブド・ビャンバー、柳瀬公秀、ボラジギン・サ
ントラガ、緒方和子、山口美緒、福森理加、花園豊．ヒツジ子宮内移植系における
ヒト造血細胞の生着促進・増幅技術の開発．第17回日本異種移植研究会（下野）
2015年3月14日

Matsunari H, Watanabe M, Nakano K, Uchikura A, Asano Y, Hatae S, Takeishi T, Umeyama
K, Nagaya M, Miyagawa S, Hanazono Y, Nakauchi H, Nagashima H. Production efficiency of
gene knockout pigs using genome editing and somatic cell cloning. 41th Annual Conference
of the International Embryo Transfer Society, Versailles, France, January 10-13, 2015
Nagao Y, Abe T, Hara A, Ogata K, Yamaguchi M, Sarentonglaga B, Fukumori R, Hanazono
Y. Factors affecting hematopoietic engraftment of monkey embryonic stem cells in sheep
fetuses. the 41th Annual Conference of the international Embryo transfer Society. Versailles,
France, January 10-13, 2015.

花園豊．ブタを利用するiPS細胞研究：マウスからヒトへの橋渡し．第3回実験動物
科学シンポジウム（山形）2014年12月12日

花園豊．ブタ体内でヒト血液・臓器を育てる研究について．第2回日本先進医工学ブ
タ研究会（三島）2014年10月24-25日

Mizukami Y,  Abe T,  Shibata H,  Makimura Y,  Fujishiro SH,  Yanase K,  Hishikawa S,
Kobayashi E, Hanazono Y. Transplantation-related Immunity of Porcine Induced Pluripotent
Stem Cells in the MHC-matched Allogeneic Setting. The 2nd Annual Meeting of Japanese
Society of Swine for Advanced Technology and Translational Research, Mishima, October
24-25, 2014

Abe T, Hanazono Y. Toward the generation of sheep having human blood. The 10th Nikko
International Symposium, Shimotsuke, October 17, 2014
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長尾慶和、阿部朋行、柳瀬公秀、ボラジギン・サラントラガ、緒方和子、山口美
緒、林聡、花園豊．ヒツジ子宮内異種移植(I)：生着条件の検討．第16回日本異種移
植研究会（大阪）2013年11月10日

Abe T, Hanazono Y. Toward the generation of sheep having human blood. The 10th Nikko
International Symposium 2013, Shimotsuke, Japan, October 17, 2013

花園豊．幹細胞治療研究における医学と獣医学の連携．平成25年度獣医学術学会年
次大会（千葉）2014年2月21-23日

Arai Y, Ohgane J, Fujishiro S, Nakano K, Matsunari H, Watanabe M, Umeyama K, Azuma D,
Uchida N, Sakamoto N, Makino T, Yagi S, Shiota K, Hanazono Y, Nagashima, H. Evaluation
of porcine induced pluripotent stem cells based on the DNA methylation profile of mouse
embryonic stem cell-specific hypomethylated loci. 36th Annual Meeting of the Molecular
Biology Society of Japan, Kobe, December 3-6, 2013

渡邊將人、中野和明、松成ひとみ、松田泰輔、金井貴博、小林美里奈、松村幸奈、
坂井理恵子、倉本桃子、林田豪太、浅野吉則、高柳就子、新井良和、梅山一大、長
屋昌樹、花園豊、長嶋比呂志．Zinc finger nuclease発現mRNAによるIL2Rγ遺伝子
ノックアウトブタの作出．第36回日本分子生物学会（神戸）2013年12月3-6日

Abe T, Masuda S, Sarentonglaga B, Ogata K, Yamaguchi M, Hayashi S, Nagao Y, Hanazono
Y. Long-term comparative study on the engraftment of human hematopoietic stem cells in
sheep after xenogeneic in utero transplantation. 12th Congress of International
Xenotransplantation Association, Osaka, Japan, November 10-13, 2013

Hanazono Y. Porcine iPS. 12th Congress of International Xenotransplantation Association,
Osaka, Japan, November 10-13, 2013

Nagao, Y, Abe T, Tanaka Y, Sasaki K, Masuda S, Sarentonglaga B, Ogata K, Yamaguchi M,
Hayashi S, Kitano Y, Hanazono Y. Factors influencing engraftment of monkey embryonic
stem cells in sheep after xenogeneic in utero transplantation. 12th Congress of the
International Xenotransplantation Association, Osaka, Japan, November 10-13, 2013

花園豊．マウスからヒトへ：ブタを利用する橋渡し研究．第1回日本先進医工学ブタ
研究会（大阪）2013年11月12日

Hanazono Y. Human-to-animal reversed xenogeneic transplantation for producing human
blood in animals. Joint Meeting of the 2nd Symposium of the East Asia Xenotransplantation
Association (EAXA) /the 16th Japan Xenotransplantation Association (JXA), Osaka, Japan,
November 10, 2013

阿部朋行、長尾慶和、柳瀬公秀、ボラジギン・サラントラガ、緒方和子、山口美
緒、林聡、花園豊．ヒツジ子宮内異種移植(II)：長期間の造血再構築．第16回日本
異種移植研究会（大阪）2013年11月10日

Mizukami Y,  Abe T,  Shibata H,  Makimura Y,  Fujishiro SH,  Yanase K,  Hishikawa S,
Kobayashi E, Hanazono Y. Immune responses against induced pluripotent stem cells in
porcine MHC-matched allogenic setting. Swine in Biomedical Research Conference 2014,
Raleigh, USA, July 6-8, 2014
Watanabe M, Nakano K, Matsunari H, Kobayashi M, Matsumura Y, Sakai R, Kuramoto M,
Hayashida G, Asano Y, Uchikura A, Umeyama K, Nagaya M, Hanazono Y, Nagashima H.
Generation of X-linked SCID pigs by genome editing and somatic cell cloning. Swine in
Biomedical Research International Conference 2014, Raleigh, USA. July6-8, 2014

花園豊．動物を用いたヒト血液細胞の作出．第62回日本輸血・細胞治療学会総会
（奈良）2014年5月15日

阿部朋行、長尾慶和、柳瀬公秀、原明日香、ボラジギン・サラントラガ、緒方和
子、花園豊．ヒツジ子宮移植系におけるヒト造血細胞の生着・増幅技術の開発. 第
61回日本実験動物学会総会（札幌）2014年5月5日
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Kuro-o M. Phosphate and FGF23-Klotho endocrine axis in pathophysiology of CKD. 8th
International Congress on Uremia Research and Toxicity, Okinawa, Japan, March 13-15, 2014

花園豊．再生医学研究：臨床応用をめざして．第77回日本皮膚科学会東部支部学術
大会（大宮）2013年9月21-22日

新井良和、大鐘潤、藤城修平、中野和明、塩田邦郎、花園豊、長嶋比呂志．実物と
してのマウス多能性幹細胞DNAメチル化プロフィールに基づく幹細胞評価: ブタiPS
細胞を例として．第7回日本エピジェネティクス研究会年会（奈良）2013年5月30-31
日

下澤律浩、藤城修平、水上喜久、阿部朋行、花園豊．カニクイザル初期胚を用いた
ES細胞の特性に関する検討．第54回日本卵子学会（千代田）2013年5月25-26日

阿部朋行、花園豊．ヒト化ヒツジの作製を目指して．第60回日本実験動物学会総会
ワークショップ（つくば）2013年5月17日

大森司．ひとめでわかる凝固カスケードの仕組み〜日常診療で抗血栓薬を理解して
しようするために〜（ランチョンセミナー）．第237回日本循環器学会関東甲信越地
方会（東京）2015年9月26日

大森司．血小板機能異常症の病態と診断へのアプローチ（ランチョンセミナー）．
第16回日本検査血液学会学術集会（名古屋）2015年7月11-12日

Ohmori T.  New approaches to gene and cell therapy for hemophilia, The 25th Congress of
the International Society on Thrombosis and Haemostasis (State of the Art Symposium),
Tronto, Jun 20-25, 2015

大森司、水上浩明、片貝祐子、坂田飛鳥、小澤敬也、坂田洋一、西村智．血友病Aに
対するアデノ随伴ウイルスベクターを用いた遺伝子治療法の開発．第37回日本血栓
止血学会学術集会（山梨）2015年5月21-23日

大森司．ITPの病態とITP治療におけるTPO受容体作動薬の役割（ランチョンセミ
ナー）．第36回日本血栓止血学会学術集会（大阪）2014年5月29-31日

大森司．実地医家のための出血性疾患の診断と治療．第529回甲府市内科医会（山
梨），2014年4月22日

大森司：新規経口抗凝固薬の基礎と臨床．第4回栃木総合診療研究会（栃木）2014年
6月8日

大森司：血友病研究の魅力．第1回日本血栓止血学会教育セミナー（東京）2013年10
月20日

大森司．出血性疾患の診断アプローチ（教育講演）．第75回日本血液学会学術集会
（札幌）2013年10月11-13日

Ohmori T．Development of a cell-based therapy for treating hemophoilic
arthropathy by local injection of transduced MSCs.第35回日本血栓止血学会学
術集会SPCシンポジウム（山形）2013年5月30日-6月1日
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黒尾誠．Klotho-FGF23系と心肥大・動脈硬化．第57回日本老年医学会学術集会（横
浜）2015年6月14日

黒尾誠．慢性腎臓病におけるFGF-Klotho内分泌系の適応と破綻．第60回日本透析医
学会学術集会・総会（横浜）2015年6月26日

Kuro-o M. FGF23-independent actions of Klotho. American Society of Bone and Mineral
Research (ASBMR) Symposium - Crosstalk between kidney and bone: Bench to Bedside.
Seattle, USA. Oct 8, 2015

Kuro-o M. Kidney as the major source of circulating alphaKlotho. Advances in Understanding
Klotho Biology in CKD. American Society of Nephrology. San Diego, USA. Nov 6, 2015

Kuro-o M. Chronic kindey disease as a premature aging syndrome. 8th International Congress
on Uremia Research and Toxicity, Okinawa, Japan, March 13-15, 2014

Kuro-o M. FGF23/FGF receptors/Klotho for calcium and phosphate homeostasis.
International Society of Nephrology Nexus Symposium,Bergamo, Italy, April 3-6, 2014

Kuro-o M. Pathogenesis of Vascular Calcification: Phosphate or Calciprotein Particles  - Who
Is The Culprit?  ERA-EDTA, Amsterdam, Netherlands, May 31-June 3, 2014

黒尾誠．Klotho-FGF内分泌系と腎性老化仮説．第14回日本抗加齢医学会総会（大
阪）2014年6月6-8日

黒尾誠：CKDと動脈硬化．第57回日本腎臓学会学術総会（名古屋）2014年7月4-6日

黒尾誠：CPP、動脈硬化の新規病原物質．第46回日本動脈硬化学会総会・学術集会
（東京）2014年7月10-11日

Kuro-o M. CKD-MBD: A phosphate-centric view. ASN/JSN Joint Science Symposioum, 58th
Scientific Meeting,  Japanese Society of Nephrology, Nagoya, Japan, June 6, 2015

黒尾誠．腎臓と加齢〜リンの役割〜．超高齢化社会とCKD. 第58回日本腎臓学会学術
総会（名古屋）2015年6月7日
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